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CASについて
日本船主協会常任理事三光汽船株式会社代表取締役社長【】松井毅
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　タンカーによる海難事故とそれによってもた

らされる海洋油濁は、瑚Oを中心とする国際条

約や米国のように国家による独自の規制によっ

て、その防止策や補償体制が確立されてきた。

海運の市場においても、独自の対応が用船活動

に反映されてきている。メジャーオイルは用船

に際し、従前より個別に本船の検査を実施して

きたが、1990年代に入り、タンカーの用船契約

日、一般的にメジャーオイル・アプルーバル条

項として、この検査を用船契約に組み入れるほ

どに定着してきた。とりわけ船齢15年を超える

船舶については、本船の設備と管理に焦点を当

て、判断材料として有力な船級協会の実施する

CAP（Conditlon　Assessment　Program）を

採用し、船体構造や機関の現状に対し一定水準

以上の評価を要求している。

　世界の船社は、用船機会を得るためこの検査

に取り組んでおり、弊社でも昨年、船齢20年の

ダブルサイド構造のパナマックス型タンカーで

日本海事協会（NK）による、　CAP検査を実施し

た。本船はNKにとってもCAP経験の少ない時

期での対象船であった由。技術的には通常の定

期検査を超えた水準での検査内容になっており、

受験の縞果、高船齢船の抱える腐食や疲労によ

る船体強度に対する不安が払拭され、普段の保

守の成果にあらためて安堵した想いであった。

その後NKも現在に至るまで約40隻を実施して

いると聞き及ぶ時、CAPが市場を通して、結果

としてサプスタンダード船の排除に有効に働い

てきたことがわかる。

　プレスティージ号の海難事故からおよそ1年

が経過し、EU提案による、シングルハルタンカ

ー・ tェーズアウトの2010年前倒し規制案は、

CAS（Condltion　Asses＄ment　SGheme）の

早期実施を条件に2015年までの使用が可能とな

るよう、12月に開かれるIMO第50回海洋環境保

護委員会（MEPO50）にて採択されようとして

いる。CASを有効に実施することにより、比較

的船齢の若いシングル八ルタンカーの使用期限

を延長でき、『シングルハルタンカーの排除では

なく、老朽化が著しいなどによるサブスタンダ

ード船を排除することが最も重要』．という当協

会の主張に沿ったものである。良好な船体・設

備の保守を心がけてきた船主にとっては歓迎す

べぎスキームといえよう。

　CAPとCASは目的・性格を異にし、評価方

法と疲労解析の要否に多少の違いが見出される

も、共に船体状態を把握するための強化された

検査システムである。CASが国際条約に組み込

まれ、統一的な検査基準としてシングル八ルタ

ンカーに適用されることになれば、用船活動に

求められているCAPを超えて、サブスタンダー

ド船排除の有効な手段となることが期待される。

当局はじめ関係各位のこ努力に敬意を表したい。

せんきょう／》ω2003魁．1



1

．国際会議レポート

外交会議開催に向けた各条出面／改正案の審議が進む

　一IMO第87回法律委員会の模様

　IMO第87回法律委員会（LEG87）が20Q3年1Q

月13日から17日までの間、ロンドンのIMO本部

で開催された。参加者は72の国と地域、その他

ICS、　CMI等をはじめ23団体であった。日本から

は、在英日本大使館、国土交通省、外務省、法

務省および当協会等が参加した。

　今会合では、日本より提案した「船舶におけ

る犯罪から船員および乗客を守る手段の検討」

（TAJIMA号事件関係）をはじめ、「海難残骸物除

去に関する条約案」、「海洋航行の安全に対する

不法な行為の防止に関する条約（SUA条約）等の

改正」および「PSSA（特別敏感水域）の設置」等

に関しての審議が行われた。その概要は次の通

りである。

1．船舶における犯罪から船員および乗客を守

る手段の検討

本件はLEG85（2002年10月）で、日本よりTん

　　　　　　席瓢，緯訂翫．口口煮翻．撫浦転詩駄目鉱．瓶罐鉱，焙嵐

JIMA号事件に関連して、船上において犯罪が発

生した場合に出来るだけ速やかに船長が近隣の

沿岸国に被疑者を引き渡すことができる制度を

創設する必要性を訴えたところ、CMI（万国海法

会）がIMO事務局と連携の上、各国の国内法に

関する情報収集のためアンケートを実施するこ

とが決定され、また翌LEG86（2003年4月）で

は、このような事件への何らかの対策が必要で

あることついて各国の賛同が得られ、正式な議

題として検討していくことが合意されている。

　今回の会合では、CMIが実施した各国へのア

ンケートについて16力国より回答があったもの

の、同アンケートは依然継続中であり未提出国

へ回答を促すとともに次回会合ではファイナル

レポートの提出を予定している旨CMIから報告

があった。一方、日本からは自国の刑法改正お

よびCMIアンケートに対する独自の分析につい

て報告するとともに、このような事件に対する

（
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国際的対応つき各国の意見を求めたところ、概．

ね当委員会として何らかのアクションが必要で

あるとの見解に異論はなかった。但し、いくつ

かの国より、CMIアンケートの最終的な報告書

の提出を待って今後の取り進め方を検討するべ

きであるとの指摘がなされたことから、本件は

このまま正式議題として、次回会合で本格的な

検討を行うこととなった。

2．海難残骸物の除去に関する条約案

　海難残骸物の除去に関する条約案は、船主に

よる海難残骸物除去の義務化、．船主等関係者に

よる海難残骸物除去費用の支払を確保するため

船主に保険等の維持を義務付けることおよび沿

岸国による撤去制度の確立等を主な目的とする

もので、LEG84（2002年4月）以降実質的な議論

が行われている。

　今会合ではこれまでの議論を踏まえコレスポ

ンデンスグループにより修正された条約案を基

に議論が行われ、また別途作業部会が設置され

当委員会と併行して審議が行われた。主な論点

は次の通り。

①旗国の同意について

　　　国連海洋法条約との整合性の観点から、

　　海難残骸物の除去にあたり沿岸国は船舶の

　　旗国の同意が必要であるとした修正案が提

　　出され、これが認められた。

②海難残骸物の定義について

　　　沿岸国と旗国で解釈の相違を避けるため

　　船がいつ“海難残骸物”とみなされるかに

　　ついて、実際に被害を被った沿岸国が判断

　　するというのが大勢であったが、最終的な

　　結論は出ず、提案国が次回会合に向け文書

　　を提出することとなった。

③海難残骸物の報告について

　　条約案では登録船主が海難残骸物に関す

　る報告義務を負うことが提案されているが、

　通常、登録船主が日々の運航に携わってい

　るわけではなく報告義務を果たすのは実質

　的に困難であり運航者または管理者の方が

　適当ではないかとの指摘がなされ、今後引

　き続き検討することとなった。

④テロ行為の免責について

　　条約案では船主が国際的強制力を持つ船

　舶保安規定（ISPSコード）を遵守できない

　場合には第3者によりもたらされた損害に

　ついて責任を負うことが提案されているが、

　P＆1クラブやICSより、保安規定の些細な

　過失が多大な責任に結びつくような不合理

　な結果を導きかねないとして、テロ行為に

　よる損害は船主の過失と均衡の取れたもの

　とするよう提案したが結論が出ず、今後引

　き続き検討することとなった。

⑤金銭的補償について

　　前回会合でP＆1グループより条約案にある

　CLCタイプの証明書ではなく、国際P＆1グル

　ープ所属のP＆1クラブが発効する証書でも

　って金銭的補償とする提案がなされ、今後

　引き続き検討とされていたが、今会合では

　時間的な問題からほとんど審議されず次回

　以降へ持ち越しとなった。

3．海洋航行の安全に対する不法な行為の防止

　に関する条約等の改正

　IMOは2001年9月の米国同時多発テロ事件を

受けて、海上航行における国際テロリズム防止

の観点から題記条約の改正を行うこととし、こ

れまで当委員会や米国を中心とするコレスポン

ぜんきょう／Voり2003魯3
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デンスグループにより検討が進められてきた。

　今会合では、前回会合に引き続き、犯罪化条

項および臨検の規定を中心に審議がおこなわれ、

各種国際条約や各国の国内法（刑法）との関連

から調整が求められていた犯罪化条項について

一定の進展がみられた。一方、臨検を求める国

の要請に対し旗国から4時間以内に回答がなけ

れば自動的に臨検を認めるとした提案に対して、

回答期限の設定自体に反対を示す国のほか、期

限設定には理解を示しつつも回答のない場合に

自動的に．臨検を認めることには難色を示す国も

あった。

　また、臨検を受けた船舶が被った経済的損失

に対する補償について、臨検に根拠がなかった

場合の挙証責任を補償請求者に負わせるべきで

はないこと、および実際にどのように補償が受

けられるか不明確であること、適正な補償を得

るためには臨検国の国内法ではなく国際法に従

って補償を請求できる必要があることなどの指

摘があり、今後引き続き検討することとなった。

　なお、次回会合では、本件について公式の作

業部会を設置して重点的に審議を行い、2005年

に条約採択のための外交会議の開催が可能か見

極めることとなった。

4．避難場所

　IMO航行安全小委員が作成した「援助を求め

ている船舶のための避難場所に関するガイドラ

イン」について法的な側面から検討がなされた。

　今会合では、ガイドラインが避難場所を提供

する沿岸国で船舶が引き起こした出費や事故が

生じた場合の補償と賠償の問題を規定するもの

ではないとの一節をガイドラインに記載するこ

と　（場所）が確認されたほか、付属表に関連す

る現行の各種責任条約（CLC（注D、FC（注2）、

LLMC（注3）など）を記載することとした。

　また、補償と賠償について現行の各種条約で

カバーできるとしていたが、スペインより現行

条約では想定される全ての状況に当てはならな

いケースがあるとしていくつかの例をあげ、当

委員会での更なる検討を求めた。本件について

はCMIが実施している調査（責任と補償そして

避難場所への適用を扱った各国国内法について）

の進捗を待った上で、必要があれば今後当委員

会で検討を行うこととなった。

5．PSSA（特別敏感水域）の設置

　最近のヨーロッパ海域での重大な海難／汚染

事故に鑑み、英、仏、並等欧州6力国は、ポル

トガルから英国までの沿岸海域をPSSA（特別敏

感水域）（注4）と指定することを第49回海洋環境

保護委員会（2003年7月）へ提案し、この設置

が承認されるとともに法的な側面（国連海洋法

との問題点）について当委員会の検討に付され

ることとなった。

　今会合では、PSSAが国連海洋法に抵触するか

否かについて、PSSAの設置を提案する欧州各国

と、航行自由の原則からこれに反対するロシア、（．

パナマ等で意見が大きく隔たり、また議論の材

料としてDOALOS（Division　for　Ocean　Affairs

and　the　Law　of　the　Sea　of　United　Nations：国連

法務部海洋法課）より、国連海洋法（UNCLOS）

では今回のPSSA設置提案を問題としない旨の文

書が配布されたが、その扱いについても反対国

を中心に激しい議論があった。本件については

お互いの溝が埋まらず、今後も当委員会で引き

続き検討を行うこととなった。

　　　　　　　　　　　　　　（関連業務部）
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注1）CLC（油による汚染損害についての船主の民

　　事責任に関する国際条約）：撒積の油を輸送

　　している船舶からの油流出による油濁損害に

　　ついて、船主に厳格責任（過失の有無に関係

　　なく負う責任）を課す一方、責任限度額を設

　　定し、これを強制保険で担保することを定め

　　た条約。1969年に成立し、1992年に改正議定

　　書が採択されている。

注2）FC（油による汚染損害補償のための国際基

　　金設立に関する国際条約）；CLC条約に定め

　　る船主の責任を超える損害について、油を受

　　取る荷主が拠出する10PCF（国際油濁補償基

　　金）を設立して、油濁被害者に対する補償を

　　行うことを定めている。

注3）LLMC（1976年置海事債権についての責任の

　　制限に関する条約）：当事者の合意や法律の

　　規定によって、船主の責任の原因となる事態

　　や責任内容・範囲を限定している。

注4）PSSA（特別敏感水域）：関連する保護対策

　　として、重質油を輸送する船舶が対象海域に

　　入域する際、48時間前に沿岸国に通報を行う

　　義務を課している。

　　　　0ECD造船協定問題
　　　　　　ダンピング防止規定に関する関係業界へのヒアリングー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義翫滋L．幽冒三鉱一藤．，．ま乱畠，嗣三翫識瓢．論．．憲賑

1，0ECD造船協定のこれまでの経緯

　造船業における公的助成の廃止と加害的廉売

の防止により公正な競争条件を確保することを

目的に1994年に成立したOECD造船協定は、参

加国（EU、韓国、ノルウェー、米国および日本）

の全てが批准して発効することとなっているが、

唯一米国が批准していないことから現在も発効

していない。

　このような状況下、OECD造船部会は、何らか

の国際的枠組みは必要であるとの合意に基づき、

米国抜きの新協定をも視野に入れた国際的枠組

みについて検討することとし、検討に先立ち、

2002年4月、当協会など関係業界へのヒアリン

グを実施するとともに、同4月末、第101回造

船部会を開催し、今後の対応等について検討し

た。その結果、本問題については、OECD新造

船協定特別交渉グループ

（SNG：Special　Negotia卜

ing　Group）を設置し検討

していくこととなった。

　当協会は、上記ヒアリ

ングに参加し、政府助成

は基本的に廃止されるべ

きもの等の意見を開陳し

た。（本誌2002年4月号

P．15および5月号P．4

参照）

OECD造船協定に関する関係業界ヒアリングの模様

せんぎょうNo〃2003諏5
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当協会スタンスについて発言する井上政策幹事長

2．SNGにおける検討の進捗状況等

　SNGは、　OECp造船部会非加盟国に、も摩渉参、．∵

加を開放しており、交渉参加国は30力国・地域

（日本、韓国、EC、ドイツ、ベルギー、、デンマ

ーク、スペイン、ブインランド、フランスベ1ギ

リシア、イタリア、オランダ、ポルトガル払イ

ギリス、スウェーデン、ノルウェー、、中国や台

湾、トルコ、ウクライナ、ポーランド、ル獣，マ’

ニア、クロアチア、スロバキア、ブラ．ジル｛こオ

ーストラリア、カナダ、メキシコ、∵ロシア調フ

ィリピン）となっている。わが国は、・国土交通

省海事局造船課が対応しており、日本造船工業

会もアドバイザーとして参加1じている。　　　凹

　SNGの交渉期限は2005年末1までとされており、

これまでに3回の会合が開催て2QO2年12月、2003　

年4月目7月）され・2004鞍13§整髪蜷1ξll∴・

係るレビューが実施される予律のζ：ζ鱗る・

　　　　　　　　　　　　　あ　　　へ　　　　けヨド　ロド　う

囎中の艦定（案）の開国勲屡餓・
止、加害的廉売（ダンピングう二防止『1紛争解決・鴎

手続き、。，。であ。。デ総懸蘇、

だけはWTO補助金協定以上の規律をかけること

に反対し、開発途上国条項を設けることを主張

している。また、加害的廉売（タンピング）防

止については、韓国の強硬な反対により紛糾、

規律の必要性についてさえ結論が持ち越されて

いる状況となっている。

　　3．lndustry　Consultation（関1系業界今のヒアリ

　　　ング）への対応

　　　ζのような状況下、．韓国からのダンピング防

　　止規定に関する関係業界へのヒアリング実施要

　　請を受けて、OECD事務局は、　Industry　ConsuL

ll・ta廿on　1を2003年10月20日、東京において開催した。

　；・同Consultadonへの参加国・地域および関係団

　体は以下の通り。

　　ドイツ、オーストラリア、カナダ、．中臥・EC

　　（欧州委員会）、韓国、デンマーク、日本、一ノル

　　ウェー、オランダ、フィリピン、ポーランド、

　　ルーマニア、．トルコ、，台湾、造船業界（欧州・

　　中国・韓国および日本の造船工業会）、海運業界

　　（ICS※、韓国・中国の船主協会および当協会〉、

　船舶ブローカー（Clarksons乱S㎞p60n：IS氏nc6

　and　Young）。　　　　　　　　　　　　　　／，’ノり』F

∫ご当協会1ま・聯委景会および政策騨会：1画

面無病趣誇吻1癖嚇

　　また・IC・から・蝉・タ岬照門調整鞭

　　（B込。※※縫類翻奪蹴も1照三三
　・の立場か．ら船主意見の反映に努めだ登：1・轡山畠i

　　　　　　　　　　　　げ．　・、㍉　－　｝　1・㌦知・η　Fら

　　当協会意見および同会合の模様につ賦qま沿

　概要以下のとおりである。　　　．．ゴ・・．、二．、

一当協会意見鞭：レ隔で磨
　　　造船協定問題全般についてユーザーとして

619せんきょうNoり2003

r



鑑瀦謙臨。潔ぎ鱗1巌欝購轟轟騰孟な
　　　船価は公正かつ健全なマーケットによっ

　　て決定されるべきでありズ翻弼鮪藤

　　求弦基点的に廃止すべき．で：あ奄＝．．綜じ緻1▽

　②加害的廉売防止に向けた船価規律等につ

　　いて　　．．．一　　　　．　．．L．

　　　公正な競争条件を達成するためには船価

　　規律が必要である、と．の結論と・なるのであ

　　．れば、造船各社の自助努力による価格設定

　　が「加害的廉売」と．認定されて公正な競争

　　が阻害されてしまうことなどがないよう、

　　　「加害的廉売」の定義を明確にして、恣意

　　的運用の余地をなくすこと。

　　　さらに、1994年の造船協定には、「加害的

　　廉売」・と認定された造船会社がペナルティ

　　一の支払いに応じない場合、それ以降の当

　　該社との新規契約船については、1．r定期間

　　は貨物の積み・卸」しを行なわせないという．

　　対抗措置が盛り』込まれているが、1同様の規

　．定を新協定に盛り込むことは反対である。．

（2）ICS意見概要　　　　　　　　　・一．

　　ICSは、全ての造船国に受け入れられる現実

　的な造船協定の策定が重要であると考える。

　　加害糠売防止の必然ぽ勧る㊥ゐ1£

　同条項の協定への導入は㍉特に新興造船国の

　加入が見込めず、協定自体の発言炉実現レな．、

呵難があることから雨脚成の威信・．

磐㌣た新論魅すrlも煮え1

（3＞会議の模様なら．びに今後の予定等　1　．．：

　　船価規律条項の導入問題を中心に意見力1開．．

　陳さ．れたが、意見の隔たりが大きく、明確な

　方向性は見出せなかった。

　　　発表があった。

：　　、加害的廉売規籠が搭要である零主張す，る国

　．，．．ぢ．助庫耀律脅麟惰に：璋摸す塾ば加害的廉売

　　　の規律は不要であるとする国が厳しく対立し、

　　．合意に至らなかった。．・

　　　　議長より、加害的廉売規律不要と主張する

　　㌔引国が指摘する問題が起こら「ないような形で、

　　：．問題となるような船価類型を挙げつつ、．具体

　　．的な議論を可能としたい。そのために柔軟な

　　　規律案を事務局が作成し、これに基づき次回

　　　12月SNG会合で議論する、との提案があった。

　　　この案を留保する国（韓国）もあったが、12

　　　月の第4回会合で事務局作成案に基づき、助

　　　成規律とともに加害的廉売規律についても検

　　　刑する．こととなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　．．（企画調整部）．

　　　※ICS（International　Chamber　of　Shippi丘g）．－：．

　　　　国際海運会議所。．斉困船主鰯今を会具翻して

　　　．謬諜慰灘貫遍・雨隠奮饗覆

　　　成される。．日本は1957年4．月に加盟ど船主め利

　　　益を擁護・代表し、．商船隊の発展を促進するた

　　　めの民間団体。本部はロンド詫。．自由主義撫運

・」． @　脅標榜するとともに、．海洋環境裸傘船一目行

　　　安全、海事法制、情報システム等に関し其体的

　　　活動を行っている。

　　※※　BIAC（Businessεmd　lndus廿y　Adviso埋Com－

　　　m樵器繋。∴9、2年頃設島。ECD

　　　穀思懸繍轄翁畿；懸盤冨

　　　し、我が国からは日本経団連が参画。この中に

　　　鰍器欝油鼠謝T食
　　　間の意見をOECDに反映している。当協会園田

　　　は、2003年1月から海運側副委員長に就任。

ぜんきょうNo〃2003の7
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　　　　　　　　　　三三．・蜘内外情報∵纈欝

　かねてより日本経団連は、環境問題への取り

組みが企業の存在と活動に必須の条件であると

の基本理念を掲げて種々活動しているが、．温暖

化対策については産業界として実効ある取り組

みをすすめるべく1997年に環境自主行動計画を

策定した。

　その具体的目標としては、20！0年度の産業・

エネルギー転換部門からのCO　2・．（二酸化炭素）

排出量をユ990年度の水準以下に抑制することと

した。また、その進捗状況を毎年フォローアッ

プしており、これは政府が策定した地球温暖化

対策推進大綱の主要な柱の一つに位置付けられ

ている。　・　　　　　．　．．．．；＝．．．．ド

　当協会としても、．「海運」．と．いう輸送￥Lドが

令即。吻咄削減にお劇論血鯛を担う

ことが期待されており、環境問題への積極的な

取り組みが必要との観点から、．日本経団連の取

り組みに参画するとともに、．環境自

車費動計画に2010年度の輸送単倖当

たりのCO　2排出量をユ990年度の値か

ら10％削減するとの目標を盛り込ん

だ。

　今般、当協会は、日本経団連の環

境自主行動計画の第6回フォローア

ップに対応．し、会員会社によって運

航される外航船舶からの2002年度の

CO　2排出量について実態調査を行う．

とともに、当該計画における当協会

計画部分の見直しを行った（資籾参照）。

　同調査では、2002年度に消費した燃料油量と

輸送した貨物量についてアンケテト．を行い、32

社から有効回答があっな6その結果は訴輸送貨

物量1ト。当たりの。。，拙量が昨鞭力、らC．

5％減少し、ig90年度比では約20％の減少とな

った（図：「当協会アンケート結果に基づくCO　2

排出量指数」参照）。

　なお、国際海運分野における温室効果ガス排

出削減の取り組みについては、気候変動枠組条

約における京都議定書の対象外とされており、

別途、国際海事機関（IM①．・において検討され

ることとなっているα．IMOで．は尉20σ3年目月24

日から12月5日にかけて開催される総会におい

て、本問題への取り組みについで決議を採択す

ることとしている。　　　　1　　．（海務部）

【図】当協会アンケート結果に墓つくCO2排出量指数

國
ヨ
タ

1．OO

O．80

0．60・

0．40　．

O，20

0．OO

CO2排出原単位指数

1990　　　1997　　　1998　　　で999　　　2000　　　2001　　　2002

．注）排出原単位は、輸送貨物1トン当たりの002の排出量で

　　あり、1990年度を1としている。
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【資料】

環境保全に関する自主的行動計画

　　（第6回フォローアップ）

　外航海運は全世界を活動領域とし、また、国際的な単一市場であるため、環境保全に関する取り組

みは、原則としてすべての海域、港域および船舶に対して同一の基準が適用される必要がある。その

ため、！997年12月のCOP　3では、外航海運に係る船舶からのCO　2等地球温暖化ガスの排出抑制策に関

しては国際海事機関（IMO）を通して検討していくことが合意されている。　IMOでは、船舶からの温

室効果ガス排出に関する実態調査を行い、本年11月24日から12月5日にかけて開催される総会におい．

て温室効果ガス削減に対するIMOの方針について決議が採択される予定である。．

　当協会は、1996年11月に自主行動計画を策定、さらに2001年ユ月に環境憲章を策定するなど、環境保

全対策を着実に推進してきている。IMOにおける国際的な地球温暖化ガス排出抑制策は未だ検討中で

あるが、自主的対策を継続して推進していく。

　なお、内航海運については、国内において別途取り組みがなされているところがら、本計画は外航

海運を対象とした。

1．地球温暖化対策

（1）船舶からの排出抑制対策

　①二酸化炭素（CO　2）

　　　舶用機関は重油を使用しているため、CO　2の排出は避けられない。しかしながら、．年々増加す

　　る輸送需要に応えること、また、燃料効率の優れた輸送モードとしてモーダル．シフト施策の重票

　　な役割を担っていくこ．とは社会的責務であると考え、海運業界としては、効率的輸送を行うと．の

　　観点から、輸送単位当たりの燃料消費量の削減を目標に取り組んでいく6．

　　　船舶の燃費改善への取り組みは、オイルショックのあった1970年代からユ990年代にかけて目覚し

　　い成果を挙げてきていることから、今後の技術革新に同様の期待をする．ことは難しgであろう魁

　　以下の施策を推進することにより、2010年における1990年に対する輸送単位当たりのCO　2排出量

　　を約10％削減していくことを目標とする。

　　〈具体的対策〉

　　　＊エネルギー効率の改善された新造船への代替、省エネ設備の採用等

　　　＊最適航路計画システムなどの航行支援システムの研究・採用

　　　＊船舶における省エネ運転技術の研究・実施、省エネ対策の徹底

　　　＊推進効率の向上、排エネルギーの有効活用等燃費改善に向けた取り組み

　　　＊輸送効率向上のための最適船型

②代替フロン（BFC等）

　　CO　2より地球温暖化への影響の大きい代替フロンは、船舶においては冷房等の空調機器、食糧

　貯蔵庫およびリーファーコンテナ等に利用されている。今後、地球温暖化への影響の少ない冷媒

せんきょう物ひ2003膨9
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　　の開発状況を見ながら、その採用に努めるとともに、整備、修理等の際には、当該ガスを大気へ

　　放出することのないよう努める。

（2）事業所等における省画ネ対策

　　陸上の事業所における冷暖房の温度設定や運転時間の調整、OA機器等の低電力製品の採用等の省

　エネ対策を、従来同様今後も推進する。

2．廃棄物対策

　船舶から発生する廃棄物は一般廃棄物を含め、国際条約にその処理方法が規定されており、処分の

記録も船内に保管することが義務付けられている。これに対応するため、船舶は沖詞分離装置や廃棄

物焼却炉などの処理設備が施されているほか、寄港した港においてはこれらの履行を厳しく監督され

る。

　今後も国際基準に則り適切に処理していくとともに、廃棄物の発生抑制策などについても検討を行

っていく。

3．その他の環境対策

（1）大気汚染の防止

　　ディーゼル機関から排出される窒素酸化物（NOx）については、新たな排出規制が2000年から遡

　及して適用される見込みである。これに適合するエンジンは一般に燃費が悪くなるくCO　2発生量増）

　といわれているが、新たな規制に対応していく一方、燃費を犠牲にしないエンジン．の開発を求めて、

　いく。また、燃料油に含まれる硫黄分濃度の低い燃料油の採用に努め、硫黄酸化物（SOx）の排出抑

　制にも努める。

（2）船底防汚塗料の改善　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　．．　　　　　＼

　　船底防汚塗料に含まれる有機スズ（TBT）が、海洋生物の生態系に悪影響を与えるとしてそれを規

　制する国際条約が2001年10月採択された（未発効）。TBTを含まない代替塗料は防汚性能の面で十分．

　とはいえず、燃料消費量の増加等が懸念されているが、代替塗料の採用を進めていくとともに、さ

　らなる性能の向上を求めていく。

（3＞安全管理システムの遵守

　　一部の甲種に適用されていた国際安全管理コード（ISMコード）が2002年．7月からすべての船種

　に適用されており、各船舶管理者および船舶においては安全管理システムが運用されている。また、

　内航海運をはじめ適用外の船舶においても自主的に安全管理システムの導入を進めており、海上災

　害および海難事故の発生を防止し海洋環境の保全に努める。

㈲　環境管理システム

　　引き続き環境保全に向けた取り組みを行っていくほか、ISO14000（環境管理規格）などを視野に

　入れながら、環境管理に関する体制の整備について検討を行う。

（5）臨港地区における環境保全対策への協力

　　海運業界は、昭和51年度より、臨港地区における緑地整備および海面清掃など、わが国各戸の港

　湾管理者が実施する港湾の環境整備に協力している。　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

，
し
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「日本海運の現状2003」の発行

　当協会では、各種海運関係資料を作成しておりますが、今

般「日本海運の現状」を刊行いたしました。

　「日本海運の現状」は、グラフや資料を用いながら、項目ごと

に簡潔な解説を付し、日本海運の今の姿を説明したもので、世

界海運とわが国の輸送活動、海運経営、外航船員の現状、内

航海運の4つの柱で構成されております。

　入手ご希望の方には無料でお配りいたしますので、下記ま

でお問い合わせ下さい。

〈問い合わせ先〉

（社）日本船主協会企画調整部

　〒102－8603東京都千代田区平河町2－6－4海運ビル

　　　　TEL：03－3264－7ユ74　FAX：03－32624757

　　　　E・MAIL：pln・div＠jsanet．oLjp

ξ「 |噸6・　，’腰ご　　一二1．を　　　　　　　・1，し’・1遇　　・’｛・

霧；叢鍵屋1藩羅鐵

紅験曝難欝爺1鱗既

磁恐恐三期・、、：翠　毅1

rが讃ご掘讃鑛』謙ご蝋　　㍉ぞ1｛

臨磁欝藤轟1漁娠灘灘

パンフレット「Shipping　Now2003日本の海運」の発行

　当協会では、日本の海運の果たす役割と重要性を教育機関、産業界始め広く一般の方々に理解

していただくための一助として、パンフレット「shipping　Now　2003日本の海運」を毎年発行して

おり、今般、2003年版を刊行いたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　このパンフレットは、わが国の経済と暮らしを支えて活躍する日本の海運の姿を写真やグラフ

を主体に分かり易く説明・紹介したものです。

　ご希望の方は、当協会総務部広報室（TEL：03－3264－7181　FAX：03－5226－9166　e・mail　l　pub－

of匠ce＠jsanet．oLjp）までお問い合わせ下さい。

　なお、パンフレットの項目は以下の通りです。

　　　　O豊かさの原点を支えるシーロード

　　　　　・暮らしを運ぶ

　　　　　．エネルギ＿を運ぶ　　　　　｝　　　　纒．
　　　　　・産業を運ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　一　　Shi　inNOW　lI

　　　　O内航海運の活躍

　　　　O日本海運の現況と課題

　　　　O環境問題への取り組み

　　　　O安全航海への取り組み

　　　　O船員育成への取り組み

　　　　O総合物流への挑戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・・

　　　　O船のいろいろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　ほタ
　　　　o海運用語集　　　　　　　　　　　　　　　　　層刷梱」曲

せんぎょう1吻〃2003011



　ノニゆここぶ　　しこるご　こしド　　　ゑマボらドみこしになををまタ
、．

ﾖ　　　　　　妻
　　r1即聯脚潤響で㍗目撃7鰐「惣串r題

　コド　　　　ヒ　　　　　　　バア　　　キ　

．祝三三》審

齢翻黒船砂．．

　　　　．1エ7年導く、を渾こしたロンドン事務局を去るに

　　　　毒たり、．．公私にわたり私を支え、励ましそして
　　　　　ドヂ　
　　　．：良き相談相手となってくれた現地スタッフを感

・． E1脚欝込靱紹介し・Sw㎝S・ngならぬS・・

　　　，鯉恥帥し鰍の最後の「ロンドン働」と

　　　C串pt白ih　William（Paddy）C，　McKnight

　　　鷺羅よ李腰細窮霧曝
4　　冥杢部勤務、．．イギリス王室ヨット「ブリタニア号」

　　　　の副長や駐イ．タ．リ．ア英国大使館の駐在武官も務

　　　二めた生粋の英国海軍大佐で1995年スコットラン

　　　．．．離猿嘩本音峰聯・渾賜騨．、
．，．　　．：1ン．ドン事務局のスダッフとして加わりま．した。

．1．．．9司pta喫鵯嗅禽ll卿轡～巽

．身ド薩塑曄ギ偉わたり姻獺の
．1翠佐嘩三界います・これ｝揮干鯛の

綿確騰勢：騨の鱒関連産業に第二の職

陽四三輝騨が増献材力盤嬉醒
、．
ｵ一三勲砲よりも彼らの高い能力と規
　．律の豪し三三｝≒ζ無持ちの良いマナーが魅力で

　す。特に幹部候補生でスタッフ・コースを出た

上級将校鉢状況判．断が印確で輯告辞軍確で渾不

足なく、何タリもレ零二塁作成⑳早船・gが即か

ります。バディを採用した時は英国の将校クラ

ブに広告を出しとζろ；十数人の応募があり、

書類審査で5名にしぼり面接し．たのですが冠→

目で採用するなら彼だなと思ったものです。

　現在も船協業務の合間に；〔リザベ，ス女．王のア

ッシャー（Ushさr先導役）を務める英国紳士でエ

リザベス皇太后の葬礼では、馬車でウェストミ

ンスター寺院にお着きになった女王をお迎えし、

先導した姿がテ．レビで．放映されましたので目に

した方がいらっしゃるかも知れませ．ん』．　．．一

　バディがこのアッシャーに指名された時、新

青螺欝欝窒芒語論欝努レ茎

ア」号畷な鵡みρ拶ディに「㍗鴛イ林
佐・今は何を．していますか⊥≧ご下問があ1？な

ので、「日本船主協会．に勤ゆてわり．ます」とお答

えしたとζろ》．「それはよ．かったわね土とのお言

葉があったとの事で～1：・以来当事務局は女王陛而

のお墨付きがあるな．どど冗談を言ってい．ます。i

バディはその人当たりの良さと．洗練された物腰

から、初対面の人物でもたちどころに懇意とな

りその人脈を広げますが1とりわけご婦人方に

対しては優しいことこの上なぐそばで見ていて

ただただ感心するばかりです。イタリア大使館

での2年間の駐在武官生活でますます腕に磨き．

が掛かったようです。美堀でこぼれんばかりの

愛嬌のあるマッ．クナイット夫人ダイアナとはス．

キー場で出会ったそうですが、ヌキーはプロ級

で、少女の頃英国のオリンピ』ック候補選手養成

チームに推薦された事もあるダイナナに一目ぼ

れしたバディが電光石火、デ」トに誘ったに違

いありません。　　　　　　　　　　　　・

　そういえばバディの海軍時代の上官で、不思

c

○
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ド’

c

議な縁で英国船怖の理事長となり親しくお付き

合レするようになったサー・クリスおファー・

モーガンもバディに輪をかけた紳士で女性に優

しく、一緒にレストランに行くと．食：事が終わる

までには必ず担当のウェイトレスの名前と出身

地を聞き出すのにはほとほと感心しました。こ

れも英国海軍の良き伝統なのかもしれません。．

ともあれロンドン事務局の情報源はバディどい1

うプロバイダーが提供する欧州全域を隅々まで

カバーするネットワークの上に成り立っていま

す。

Mrs　Sumiko　Crook（寿美子クルック）

　東京で生まれ、高校卒業饗しばらく日本で働

きましたが、その後、英国にわたりロン・ドンの

語学学校で勉強し、さらに英国のデザイン専門．

学校で学び資格を得ました。ロンドン事務局に

はユ996年に就職、以来ケント州からの長距離通

勤にもかかわらず早朝から勤勉に働き、事務方

として当事務局の活動を支えています6．ご主人．

は英国人で．カヅプルの愛息は大学卒業後、日本‘

政府による難しいJET（ra亘an　Exchang6＆Teach二

ing． orog士amlne）の選考を優秀な成績で通り1英

語の先生として今年の9月から京都に赴任しま「

した』文字通り二代にわたらて日英の梨げ橋と

なつで．います。’㌧．．

　寿美子Crook

　英国における日系企業の殆どは．こうした現地

に定着した日本人婦人の献身的な努力に支えら

？，「篇鷲、＝翠　　　　脾P解．P

れていると言っても過言ではありません。

Ms　Rosemary　Usselman． @　　　　　　　　ミ

　彼女は離婚を機に一念発起し、レディノク大

学で言語学を学びました。その間、一年ほど上

智大学に留学したこともある日本通です。東京

では英語の先生をして学費の足しにしたといい

ます。大学卒業後はやはり日本に関係しだ仕事

　Rosθmary　Usse「man

をしたいと当事務局に応募して来ました　現在

は事務局内の英語教師兼船員問題関係のリサー

1チャー兼秘書として幅広く活躍しています．コ

ンピュータにも強く、速記も出来．る存ど極めて

貴重な人材です。船員問題の会議には彼女と出

席する事が多いのですが、当事務局に就職して

から早4年あまり、罰CW条約もILO条約もそ②

内容を良く理解しており、さらに速記録に基づ

いて作ってくれる会議メモは重宝で、ノルウェ

ー誰りの英語が聞き取れなかった時など、この

メモを読んでこういうニュアンスだ6たのか．ζ1

納得する事もよくありました。

　現在彼女はシュタイナー学派の英国における

事務局を預かっているボーイフレンドのト．ムと．

小さなアパートに住んでおり、二人とも菜食王

義者で、アルコールは飲まず、スーツも持たず、

車は持たず極めてストイックな生活をおくって

います。これは英国におけるある種の知識階級　譜

の典型的な生活様式でもあるようです。　　　　／

　　　　（前酬地区事務賑．赤搬「）＝1

　　　　　　　　　　　　　　　＿＿。ξ」

　　　　　　　　　　　　　　　奪
　　　　　　　　　　　　　　　」蝋。卜Ψ　　　　　鯛　　　　　　．ボ
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　　　　7つの海のこぼれ話
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第59國スウェーデン船上の赤道祭

（保証技師として世界一周）

　　　1960年当時としては世界てもほとんと初めての船型と思わ

　　れる、4万トン級の鉱佃兼用のスウェーデン船に保証技師と

　　して乗船中の話てある。

　　　客船や練習船ては長い航海の鑑柳を慰めるために赤道祭

　　を行うと言う事は、船の関係者からよく聞かされていた。本船

　　ても日本を出て3ヶ月近く処女航海の緊張と多忙か続いた

　　か、南米から日本まての長い航海で気持ちに余裕が出来て

　　か、赤道通過のパーティーをすると船長に言われ、何か面白

　　い行事かあるたろうと期待していた。当日になって、初めて赤
f

　　道を通るものは水着てテノキへ出て来いというので出てみた

　　ら、ハノチの上に大きなキャンバスのプールか出来ており、他

　　の水着姿は乗組員ても十代の若者はかりであった。この船に
　玉

　　は60名近くの乗組員がいるが、船の特殊性からして特別に経

　　験の深い船員を乗せているようたから、若い士官ても赤道は

　　初めてと言うのはいないのかと思ってレ）た。　　．

　　　制服に身を固めたキャプテンかパノセーシに出て来た。そ

　　れを待っていたように汽笛か鳴るとともにフォクスルから、MP

　　と書いた安全帽をかぶった屈強のヘテランセーラーとモータ

　　ーマン（操機長）か、半裸の格好で人払いのごときしくさで出

　　て来た。その後から冠をかふってネプチューンのシンボルて

　　ある刺股の槍を杖のようにして出てきたのは、船内一の大男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　のデブさんで、船長資格を持ちながらこの船では執職の一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　モ
　　等航海士、それに寄り添うようについているのは、やはり冠を

　　かふり長い裾を引いて王妃の装いをした船内一の年配です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　　　し　　らっとしたポーラント人のポンプマンである。ネプチュ㌃ンか

　　辺りを見回しなから半ばまて来ると、その前に威儀を正した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　イ　も　　　　　　　ヘ　　ノ
　　船長かまかり出て、何事か口上を述べ始めた。本船が初めて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　ぼ
　　赤道を通過するに当っての毎回の航海と、乗組員の中に初め

　　て赤道を通る者かいるか、よろしくお願いすると言うようなこと

　　てあろうと見とれているうちに、私は先ほどの先導モーターマ

　　ンに掴まえられて、キャンバスプールに投げ込まれた。それ

　　からか大変、何をしゃかると思うまもなく、普段は機関室でミス

　　ター、ミスターと言って色んなことを丁寧に聞いてくる良い男の

　　モーターマンか、私を掴まえては体には白いグリース、頭には

〔

1し
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黒いワイヤグリスを塗りつけては何度も、上から押さえ

ては沈めようとする。泳ぎには特に不安はないが、突

然のことだから全く不用意で浮き上がっても、また押さ

えては沈めようとする。コンテキショウと思いながら、こ

れが赤道の洗礼かと考える余裕も出来て、水面に出

て文句を言おうにも残念ながら言葉にもならない。長

い時聞でもなく何時もは気の良い男と思っていたこと

だし、これも船主との付き合いの一つで保証技師の

役目かななどと思いながら、「ま一しょうがないか」で

文句も言えず終わってしまった。ただ機関長その他の

仲間はブリッジウィングで、それこそ高みの見物をし

ていたのは癩に障った。更にそれからが大変、早速シ

ャワーを浴びてグリースを拭おうと幾ら石鹸をつけて

も、頭も体もグリースは取れない。1時間も頑張ったが、

夕食の時間になって良い加減で切り上げた。

　しかしその夕食はクリスマスディナー並みの大変な

ご馳走で、船長には「なかなか良い習慣だろ？」などと

言われてからかわれたようで、「バイキングはさすが

に乱暴だね」と言うのがやっとだった。しかしフルコー

スの食事は、デザートにこの船で初めて経験したホッ

トアイスクリームを味わ　　　一㌧管　

い、やれやれ終わった

なという気分になった。　　．

夕食後またシャワーを

浴びたが、それから数

日サロンボーイは毎臼、

シーツと枕のカバーを

取り替えてくれた。

　実は前から食事の

会話の中で「ミスタ丸

山は赤道通過は初め

てか」と聞かれて初め

てと答えた時から、こ

の話が出ると皆が私を

見る目に何となく妙な感じを持ったが、このことかと覚

った。これも貴重な経験で、バイキングの船員が世界

に雄飛しているたくましさの一端を垣間見たようにも

思った。

　因みにこの船の仕様は格別に高く、ホールド・ハッ

チカバーはマックグレゴーの輸入品、ムァリングもスウ

ェーデンの電動のオート・テンション・ウィンチ、ボイラ

は二重蒸発ボイラで、当時日本船ではやっと公室に

冷房を装備し始めた頃なのに、クルーの居室を含め

て全室水循環による冷暖房が採用された。横浜の

造船所を出てクウェイトで原油を積み、荒天の地中海

を抜け、大嵐の北大西洋では主機の回転も上げられ

ずに船は後退しているようなこともあったが、アメリカ、

デラウェア川を遡って荷揚げした。　ベネズエラのマ

ラカイボでまた原油を積み、パナマ運河を抜けてペル

ーのカヤオで陸揚げ、サンファンにて鉄鉱ペレットを

満載戸畑に向かった途中のことである。

　船の特殊性もあって本船の処女航海が世界一周

となり、スエズ、パナマの両運河も通って、船員経験の

ない私にとっては実に貴重な経験だった。

　　　　　黙認這∴：1：ll∵：1灘
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1．所属部署の業務は主にどの

ようなものなのでしょうか？

　アジア域内；南はインドネシ

ア、西はペルシャ湾までコンテ

ナ船の輸出営業およびマーケテ

ィングを行っております。中国

航路には最近特に力を入れて取

り組んでおります。

3．．御社の自慢といえば？

　スケジュールの正確性と多便

サービスです。

　お客様の最も近い港での船積

みや荷渡しが出来るよう、木目

細かいサービス網を構築してお

ります。北は北海道苫小牧や秋

田、南は細島や志布志等の定期

サービスを提供しております。

他にもいろいろ新規航路を考え

ています。

4，今後チャレンジしてみたい

仕事について教えて下さい。

2．これまでの会社生活の中で

一番の思い出といえば…？

　フィリピン・マニラに2年闘

勤務したことです。

　多忙な日々でしたが、週末は

ゴルフやダイビング等を楽しみ

充実した生活を送ることができ

ました。また、海外のお客様と

接することにより外航海運には、

日本のお客様のみならず、海外

の御客様のサボTトが不可欠で

あることを肌で感じることが出

来ました。

　港から港までのサービスにと

どまらず、アジアでは未だあま

り一般的ではない内陸DOOR
までのサービスを広げていきた

いと思います。

（

東京船舶（株）の事業概要

　『当社は2］世紀に入りコンテナ定期航路に特化し、

Eヨ本郵船グループの一員としてアジア全域および

ペルシャ湾までを域内におさめるコンテナ専業海

運会社に生まれ変わり、域内の基幹航路およびフ

ィーダー航路にて自動車部品、電化製品、衣料品

等あらゆるコンテナ貨物を運送しています。』
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1東京商船大学と東京水産大学が統合し、卑

日京海洋大学として発足した。また、神戸商

　　船大学は神戸大学と統合し、神戸大学海事

　科学部として発足した。

1「海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律」

日に基づく認可法人として、1976年に設立さ

　　れた海上災害防止センターが、独立行政法

　人海上災害防止センターとして新発足した。

131Mo第87回法律委員会（LEG87）がロンド

～ンで開催された。

17（p．2海運ニュース参照）

日

15国土交通量は・15日付けで日本二二におけ

回る船舶職員（航海士、機関士）として外国

　人船員139名（フィリピン人138名・インド

　ネシア人1名）を承認した（通算！1回目）。

　これにより、2000年1月の初回承認からの

　累計は1304名（航海士643名、機関士661名）

　となった。

15国土交通省は・2003年度上半期分の新造船

日許可実績を発表した。これによると、国内

　　・輸出船合計で207隻810万総トンとなり、

　前年同期と比べ26隻、総トン数で22％増加

　　した。

20交通政策審議会海事分科会が第4回内航寧

日運部会を離し、．競争的市場環油日や社

　　会的規制の見直しについて検討した。

20国土交通省は・「2002年のわが国のクルーズ

日動向について」を発表した。これによると、

　　2002年のわが国のクルーズ人口は、約17万

　　（外航クルーズ約9万3千人、内航クルー

　　ズ約7万5千人）であり、1999年から比べ

　　ると約7万1千人から約9万3千人と約1．3

　　倍に増加し、クルーズが旅行の一形態とし

　　て定着しつつある傾向が見受けられるとし

　　ている。

200ECD（経済協力開発機構）新造船協定特別

日交渉グルLプ（SNG）の東京会合に先立って

　　ダンピング防止規定に関する業界ヒアリン

　　グが行われ、当協会をはじめ各国の造船・

　海運業界が参加して意見を述べた。

　　（P．5海運ニュース参照）

2692年国際油溺償齢（10PC　Fund）第8回

1～総会がロンドンで開催された。
24

日

20バーゼル条約第2回公開作業部会（OEWG）

～がジュネーブで開催され、船舶解撤の法的

25側面に関するOEWGでの今後の議論の進め
日方が検討された。

25日本とASEAN（東南アジア諸国連合）10ヶ

日国による交通大臣会合がミャンマーのヤン

　　ゴンで開催され、海上保安確保など両者間

　の今後の協力分野を明記した基本枠組みを

　採択した。

29運輸政策研究機構国際問題研究所は「国際

日海上物流セキュリティーセミナー」を開催

　　した。当協会も同セミナーを後援した。

ぜんぎようハめ〃2003ζ冷17



　　　　　公布法令（10月）

⑭　自衛隊法施行令等の一部を改正する政令（政

　　令第454号、平成15年10月8日公布、施行）

㊨　独立行政法人海上災害防止センターに関す

　　る省令（国＝ヒ交通省令第108号、平成15年10月

　　1日公布、施行）

　　陳情書・要望書等（10月）．

提出日：10月8日

宛　先：自由民主党税制調査会

件　名：平成16年度税制改正要望

要　旨：今年度末で期限切れを迎える国際船舶

　　　　に係る登録免許税の軽減措置の延長等

　　　　について要望

　　　・国際会議の予定．（12月）憎．”

会議名：IMO（国際海事機関）第50回海洋環境

　　　　保護委員会（MEPC）

日程12月1日、4日
場　所　ロンドン

会議名：ASFシッビング・エコノミックス・レ

　　　　ビュー委員会（SERC）第14回中間会合

日程：12月1日

場　所：北京

会議名：ASF安全航行環境委員会（SNEC）第10

　　　　回中間会合

日程：12月2日

場所：マニラ（フィリピン）

18⑳せんきょう♪／002003



怏^統計一一一…一一一
1　わが国貿易額の推移

、治＝、　　　　昌
　　　　　　　　　　＝
！

　　　（単位：10億円）　　　2， 対米ドル円相場の推移（銀行悶直物相場）

輸　出 輸　入
前年比・前年同期比〔％） 年　月 脚平均 最高値 最安値

年　月 入（▲〉出超
（FOB） （CIF）

輸　出 輸　入 ユ990 144．8ユ 124．30 160．10

1985

P990

P995

Q000

Q001

41，956

S1，457

SL　530

T1，654

S8，979

31，Q85

R3，855

R1，548

S0，938
S．

Q，415

10β70

V，601

X，982

P0，715

U，563

　　　　　4．0

@　　　　9．6

@　　　　2．6

@　　　　8．6

｢　　5．2

▲　　3．8

@　　　16．8

@　　　12．3

@　　　16．ユ

@　　　3．6

1995

P998

P999

Q000

Q001

94．06

P30．89

P13．91

P07．77

P21．53

80．30

P14．25

P11．28

P02．50

P13．85

104．25

P47．00

P16．40

t4．90

P31．69

2002
56，066 45，471 10，593 14．4 7．2

2002 125．28 115．92 134．69

2002年9月 4，450 3，396 1，054 6．9 8．8 2002年10月 123．88 12ユ．88 125．32

10
4，650 3，756

894 14．1 4．0
11

121．54 119．64 122．72

1ユ 4，640 3，749 89ユ 19．3 10．3
12

122．17 119．37 125．20

12
4，563 3，771 792

15．2 14．2 2003年1月 118．67 117．83 120．14

2003年1月 3，843 3，740 103 8．D 10．3
2

119．29 117．02 120．81

2
4，328 3β94

934
7．6 4．6

3
118．49 116．69 120．81

3
4，807 3，841

966
0．7 9．3

4 1ユ9．82 118．05 120．76

4
4，610 3，771

839
4．8 5．5

5
117．26 115．2ユ 119．06

5
4，302 3，608 694

3．6 2．1
6 1ユ8．3ユ 117．55 ユ19．82

6
4，429 3，586

844 ▲　　0．0 U，7
7

118．63 117．26 120．54

7
4，645 3，849

796
5．6 5．4

8
118．57 116．70 ユ20．29

8
4β3G 3，547

783 6．4 3．5
9

115．16 11G．48 117．60
9

4，860 3，759 1，10！ 9．2 10．6
10 ユ09．50 111．．10 107，．97

（注）　財務省貿易統計による。

3　不定期船自由市場の成約状況 （単位：千M／T）

区分 航 海 用 船

｛期疋 用船

△
シングル

（品　目 別 内　訳）

年次

ロ　計 連続航海 航　　海
穀物 石炭 鉱石 スクラップ 砂糖 肥料 その他

Thp Period

1995 172，642 4，901 167，731 48，775 52，371 57，261 1，526
L941 5，054 803 ユ54，802 49，061

1998 186，197 1，712 184，621 41，938 69，301 64，994
836 3，80G 2，499 L280 136，972 24，700

ユ999 141，321 1，304 150，481 30，686 56，184 57，309
235
3，274 1，709 ユ，082 149，734 39，581

2000 146，643 2，182 144，461 26，ユ4ア 46，549 67，431
198
4，576

182
1，551 170，032 45，021

2QO1 154，QQ5 3，063 150，942 16，789 52β24 72，177
472 7，288 978 914 15G，154 38，455

2002 132，269
978
131，291 15，182 43，406 65，105

442
5，853 1，054

249
184β90 50，474

2003　2 7，946
395

7，551
379
1，882 5，Q25

33 232 Q o
17，095 5，G36

3
9，901

65
9，836

581
2，617 6，230

0 377 31 0
16，332 5，598

4
9，882

150
9，732

460
2，291 6，514

20 367 80 0
20，939 10，007

5
8，359

150 8，209 460
3，174 4，13Q

3Q 400 0 15
15，936 6，455

6
10，679

0
10，679

932
2，970 6，170

0 530 50 26
22，353 4，620

7
9，201

0
9，201 283

3，270 5，085
0 478 50 34

19，586 7，508

8
8，419

0
8，4ユ9 948

2，960 4，277
0 120 82 32

12，686 7，049

9
8，650

160
8，490 L165 2，480 4，635 0 ！70 30 11

22，959 10，762

10
3，297

0
3，297 282 648 2，198 90 148 0 ．24 ．14β93 8，581

（注）①マリタイム・リサーチ社資料による。②品目別はシングルものの合計。③年別は暦年。
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199日〔年〕　　　　　1999 2000 2001 2002 2003

、由【晶1｝

　鮒

15。、3『

　30

　』
loo

　20

　15．

50

　10

　　5

0　　　0

穀物憐ルフ／甲本’北米再岸／骨本：ギ々7イ再町｝

ガルフ／日本

　ノ

I
／

へ．
　　　／

ﾋ

＼曳　＼　　一

／．

1　　　『 ＼ガルフ／西欧 北米西学／日本

1998〔牢1 1999 2000 2001． 2ゆ口凄

　　〔留

　　　如

　　　35

　　　30

　　　巳5

　　　20

　　　．15

　　　10．

　　　5

　　　．0
20叩

4．原油（ペルシャ湾／日本・ペルシャ湾／欧米）

ペルシャ湾／日本 ペルシャ湾／欧米

月次
2001 2002 2003 2001 2002 2003

最高 最低 最高 最低 最高 最低 最高 最低 日　｛

諡ﾇ 最低
日　｛
諱F局 最低

1
U8．GG 80．GO 50．GO 34．75 161．0Q 102．5G lOO．50 82．50 4Q．QQ 35．00 120．00 75．00

2
92．50 86．00 42．50 37．50 132．50 67．50 92．50 70．00 40．00 36．25 117．50 65．00

3 103．00 88．75 37．00 32．00 160．00 105．00 90．00 70．00 40．00 30．00 145．00 85．00
4

一
29．50 28．00 137．50 42．00 85．00 70．00 31．00 27．50 97．00 45．00

5
75．00 57．00 62．00 39．50 109．5G 42．00 63．50 52．50 48．75 33．00 90．00 50．00

6
41．50 38．50 35．00 29．50 90．00 56．00 40．00 35．00 42．50 31．00 70．00 52．50

」．

7 55．00 43．50 50．00 32．50 63．75 45．00 55．00 42．50 38．75 29．50 54．00 42．50
8

63．15 39．00 35．00 68．00 4LOO 57．50 38．50 32．50 28．00 57．50 40．00
9 92．00 57．50 45．00 34．00 135．00 70．00 82．50 50．00 42．50 28．00 115．00 50．00
10 85．00 40．00 99．75 40．50 78．．00 42．50．． 70．OD 37．50 68．50 42．50 90．00 47．50．

11 41．00 33．50 110．00 62．50 35．00 32．00 72．50 47．50
12 40．50 36．00 137．50 99．0 40．00 35．00． 105．00 80．OO

（注） ①日本郵船調査グループ資料による。 ②単位はワールドスケールレート。 ③いずれも20万D／W以上の船舶による

　　　もの。　④グラフの値はいずれも最高値。

5．穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧） （単位：ドル／トン）

ガルフ／日本 北米西岸／日本 ガルフ／西欧

月次
2002 2003 2002 2003 2002 2003

最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低
1 18，85　17．20 27．9G　27．25 1（），75

一
9．15　　8．88 一

2 18．60　16．80 27．40 11．00 一
9．25　　8．00 一

3 19．90　18．40 29．75 一 一 一 一
4 22．00　20．00 34．00 一 一 17．00　15．00 一
5 22，00　20，90 32．50　32．00 12．25 一

13．07 20．25　　ユ8，5

6 19，25　17．95 31．25　29，40 一 一 11．35　10．75 18．20

7 工8，90　17．60 32．75 1ユ．90　11．25 一 一
20．00

8
　 一 『 一 一

20．00
9 23．95 34．25　33．75 一 一 一

20．00
10 24．60　24．00 37．00 一 ｝ 一 一
11 24．50　24．00 一 一
12 25．50　24．75 18．50 一
（注） ①日本郵船調査グループ資科による。 ②いずれも5万D／W以上8万D／W未満の船舶によるもの。
③グラフの値はいずれも最高値。
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石炭（ハンプトン・一ズ／日劇・鉄鉱石（ツ・頓ンノ巳本・ツ・｛ロン／西欧）．

石炭（ハンプトンローズ／日本）

@　　　　　　　＼
．戸、

@　、
@　、@　　、

鉄鉱石
iツバロン／日本）
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、
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ノ
　
／
／
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1
／
レ

／

＼
鉄鉱石（ツバロン／西欧）．．．

1997〔勒 19田 19鵠 2000． 2001．
2002

．（ドln

．25　400；
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、

F．．
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1
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】998〔隼， 1999．
200o 2σ0ヨ． ．2σ02．．

400

350

枷
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50．
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6，石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石（ツバロン／日本・ツバロン／西欧）（単位　ドル／トン）

ハンプトンローズ／日本（石炭） ッバロン／日本（鉄鉱石） ツバロン／西欧（鉄鉱石）

月次 2002 2003 2002 2003 2002 2003

最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低 最高　　最低

1
2
3
4
5
6
　
7
8
9
1
0
1
1
1
2

二
＝
＝
二
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
．

一8．50

＝
＝
＝
％

＝
＝
＝
＝
二

6．30　　　4．40

T．15　　4．50

@　－
@　5．50
U．85　　4．60
S．75　　4，60

@　4．45
@　7．90
X．25　　8．90

@　6．15　　　1
W．00　　6．60

@　7．80

9．40　　7．80
W．80　　6．25

@　『W．95　　6．75
@　9．25
@　9．50

@　7．05
P3．75　　12．00

@　11．60
@．．ユ3．，90．．

@　　F■．．

（注）①日本郵船調査グループ資料による。　②いずれも8万D／W以上15万D／W未満の船舶によるもの。
　　③グラフの値はいずれも最高値。

7，タンカー運賃指数

タ ン カ 一　　運 賃 指 数

月次 200ユ
2002 2003

VLCC 中型 小型 H・D H・C VLCC 中型 小型 H・D H・C
VLCC
中型 小型 H・D H・C

1
2

151．8
P17．2

217．3
Q05．8

346．3
Q30．5

277．4
R22．9

371．0
S00．2

39．9 86．9 126．ユ 165．3 148．1
98．6
P33．3

161．9
P80．9

165．6
P86．8

266．3
Q67．1

231．3
Q45．6

3 86．7 158．4 238．9 294．7 347．8 39．4 85．6 115．8 158．8 149．9 114．0 224．9 275．6 290．0 273．44 94．1 171．3 272．0 299．0 264．4 36．0 9ユ．3 116．6 164．2 148．5 128．6 240．2 294．0 290．0
3282

5 81．4 160．3 190．5 295．7 262．7 36．4 ユ05．4 143．9 194．2 178．8 79．8 150．4 217．7 200．0 294．3
6
60．7 132．3 182．8 242．2 264．1 49．9 89．9 159．1 204．0 177．ユ 85．4 156．2 200．9 235．0

23L1

7
52．2 1ユ4．2 ユ30．1 223．6 213．8 40．1 96．8 130．2 200．8 158．0 一 一 一 一 一

8
50．8 Uユ．3 148．0 204．3 208．2 44．6 83．3 13ユ．5 166．8 171．3 50．6 1ユ0．5 132．9 25G．0 221．0

9
73．7 110．7 153．6 210．0 187．1 35．6 83．9 109．6 158．3 178．0 52．8 103．2 167．7 王97．5

22L1
10 44．工 98．4 136．1 162．8 191．6 4LO 83．3 118．1 153．3 154．9 58．4 92．1 138．2 208．9． 233．1
11
P2 39．4 94．0 ユ28．1 140．8 149．3

73．3
P02．7

107．9
P72．2

ユ37．5

P75．8
154．4
P92．5

173．5．2Q7．7

平均 77．4 143．1 196．1 24Q．0 260．0 48．2 97．8 132．5 ユ73．2 166．2
（注）①ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シッビング・ニューズ・インターナショナルは

　　　ロイズ・オブ・ロンドンプレスと1987年1工月に合併）②タンカー運賃はワールドスケールレート，。③タンカー運賃指数

　　の5区分については、以下のとおり　④VLCC：15万トン以上　◎中型：7万～15万トン　⑳小型：3万～7万トン
　　㊤H・D＝ハンディ・ダーティ：3万5000トン未満　㊧H・C；ハンディ・クリーン：全船型。
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1998㈹
1999 2D00 ．2001．

2002

8，貨物船用船料指数

貨物船航海用船料指数 貨物船定期用船料指数
月次 1998 1999 200Q 2QO1 20Q2 2QO3 1998 1999 2000 20Q1 2002 2003

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
ユ
1
五
2

189．0

P86．0

P71．Q
P73．0

P73．0

P75．0

P67．0

P65．0
P64．0

P65．0

P70．0
P68．0

166．0
?V0．0

P69．0

P72．O

P73．0

P76．0

P79．0

P78．O

P85．0

P85．0

P95．D

P92．0

190．0

P91．0

P90．0
P91．0

P93．0

Q02．0

Q02．0
Q03．0
Q06．0

Q07．0
Q06．0
Q00．0

193．0

P98．O

P95．G
Q00．0

Q06．0

Q05．0

Q04．0

P92．0
P93．O

P95．0

P95．0
P95．0

195．0

P99．0

P99．0
?X9．0

Q07．0
Q02．0

@　　一

QD1．0
Q04．0
Q04．0
Qユ5．0

@　　一

216．0

Q16．0

Q16．0
Q26．0

Q35．0

Q29．0

@　　－

Q29．0
Q35．0．

277．0

Q54．0

Q60．G
Q62．0

Q62．0

Q92．0

Q66．0

Q10．0
Q08．0

Q22．0

Q31．0

Q32．0

231．0

Q29．0

Q19．0
Q21．0

Q38．0

Q38．0

Q26．0

Q33．0

Q38．0

Q41．0
Q5410

Q37．0

222．0

Q31．0
Q31．｛＞

Q46．0

Q52．0

Q51．0

Q64．0

Q67．0

Q71．0

Q90．0

Q78．0

Q67．0

264．0

Q67．G

Q60．0
Q58．0

Q62．0

Q72．0

Q67．0

Q53．0
Q48．0

Q49．0

Q27．0
Q31．0

227．0

Q32．0

Q23．0
Q59．0

Q29．0

Q44．0

@　　－

Q40．0

Q44．0

Q68．0
R45．〇　　　一

330．0

R44．0
R39．（）

R54．0

R66．0
R52．（）

@　　一
R77．O
D361．．0．

平均 172．1 178．3 198．4 197．5 168．8 245．5 233．7 255．8 254．8 209．3

（注）①ロイ
@　　　はロイ

ズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーに
Y・オブ・ロンドンプレスと1987年11月に合併）②航海用船料指数は1965．

よるD （シッビング・ニューズ・インターナショナル
@　　　7～1966．6＝10G　定期用船料指数は

1971；1000

9．係船船腹量の推移

200ユ
2002 2003

月次 貨物船 タンカー 貨物船 タンカー 貨物船 タンカー

隻数千G／T千D／W 隻数千GIT千D／W 隻数千G／T千D／W 隻数千G／T千D／W 隻数千GIT千D／W 隻数千G／丁千D／W

1
2
3
4
5
6
　
　
7
8
9
1
0
1
1
1
2

2652，3542，775
Q592，1942，497
Q582，1742，489
Q562a272，463
Q472，0632，379
Q432，0312，34ユ

Q361，8372，173
Q48．1，8182，106

Q431，7452，032
Q371，6821，965

Q381，722L996
Q431，8202，147

41　7841，477
R9　7391，382
S0　9711，883
R9　6471，2G3
R8　6451，199
R7　6441，196

R7　6441，196
R5　6191，154
R8　8681，667
R7　8631，661
R8　8641，681
S1LO542，083

2421，7541，966
Q321，714． P，899

Q291，7281，887
Q381，8962，061
Q301，763ユ，946
Q2ユ1，7421，936

Q221，6781，874
Q231，667ユ，861
Q29．1，7271，927

Q28L6821，937
Q251，6581，878
Q201，6331，841

40　7921，528
S0　666L259
S0　6881，305
S2　6921，310
Sユ　6351，199
S2　6371，202

S3　8321，657
S71，4753，004
S71，5503，155
S8ユ，5623，173
T01，5563，162
S71，4803，000

2411，8591，958
Q361，8651，911
Q371，7701，791
Q321，6871，720
Q241，525L555
Q151，441工，513

Q261，5561，719．215　1，．477　．1，633　．．50

43　9051，838
S4　7411，488
S5　485　940
S4　361　7G6
S6　5251，016．48　5271，0ユ9

S8　5241，014
@　　7861，5β9

（注） インフォーマ発行のロイズ・インアクティブベッセルズによる。
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　四方を海に囲まれ、資源小国・貿易立国であるわが国にとって海運は国の存立にかかわる重要
産業ですが、わが国海運業は、諸外国との競争において税制の上で大きなハンディキャップを負っ
ています。

　欧州先進海運国は、船舶のトン数を基準に法人税額を算出するトン数標準税制を相次いで導入

し、企業がこれを選択的に採用できるようにすることにより、海運業所得に対し大幅な減税を行

い、自国海運の維持・発展を図っています。例えば、イギリスでは、海運の果たす役割の重要性

から、海運業への実効税率は他産業の1／10程度ときわめて低くなっていましたが、さらにトン数

標準税制の導入によって、その半分程度に軽減し、自国海運を強化しています。

　産業と国民生活の基礎を支えるわが国海運を維持していくため、税制上の競争条件を諸外国と

同一にしていただきたい、というのが私たちの切なる願いです。

　海運税制の充実・改善は、小泉内閣の構造改革が目指すわが国産業・経済の競争力の強化に資す

るものと、私たちは考えます。

トン数標準税制の導入国

導入済み

準備中

オランダ、ノルウェー、ドイツ、イギリス、スペイン、ギリシャ、デンマーク、アイルランドなど

米国、フランス、韓国、インドなど

一船が支える日本の暮らし一

社団法人日本船主協会
http：〃wwwJsanet．or．jpノ

当協会では、上の意見広告および海運税制に関するご意見・ご感想をホームページ上で募集しています。

ご意見等をお寄せいただいた方の中から抽選で当協会特製グッズをお送りします（締切り：12月3旧）。
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㎜　㎜一一～一一一一一一一 ﾒ集雑感…一一一一一一一一一・一一
　本年5月号から船協事務局の編集委員も参加して編集雑感を分担することになり、私にとって今回

が初めての寄稿です。1976年4月に船協に就職し、6月の最初の配属で船協月報の担当者になったの

が私の定常的な仕事の始まりでした。今後は、なるべく自分が担当している業務の掲載記事に関連し

た雑感にしていきたいと思っていますが、脱線したときはお許しください。

　さて、2003年10月28日、公正取引委員会は独禁法の改正案を検討してきた研究会の報告書を発表しま

した。公取委の権限を強化しカルテルや談合などの取り締まりを強め．公正な競争社会の実現に向け

て04年度中の法改正を目指すとしています。

　海運業界では、定期船分野を中心に船社間協定に対する独禁法適用除外制度が認められていますが、

EUは本年春から同制度の見直し作業を始めており、本号が発行された頃の12月4日にはブラッセルで

公聴会が行われ、当協会は意見表明を行うこととしています。この適用除外制度については、日本で

も適時見直しが行われ、これまでのところ船社側と荷主側との対話路線の下、制度維持についての理

解を得られてきたと思いますが、最近アジアの荷主団体から制度廃止を求める声があがっており、船

社寺の真摯な対応が求められています。

　一方造船業界では、本号に掲載したよ．うにOECDによる新たな造船協定策定が模索されており、ダ

ンピング防止のための船価規律条項設定の是非が議論されています。海運業界では事業者間協定によ

る民間自治の自由が認められているのに対し、造船業界では政府間の取り決めによる競争環境整備が

協議されているようです。それぞれの業界には固有の特性があり、公正な競争のありかたを巡っての

腹蔵ない議論が重要だと思います。

　海運業界に協定の活動が許されていることの大前提として、厳しい自律が求められていることを忘

れてはならないと思います。この「自由と規律」の問題は、同じ業界内でさえ時として温度差の出る

ことのある問題で、今後の議論を注目したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本船主協会企画調整部長兼国際企画室長　園田裕一

一一…一一働一一 ﾒ集委員名簿…一一一一…一　一一一一編集後記一一一

第一中央汽船

飯野海運

船
船
船
井
船
運
二
会

猷
汽
郵
三
潮
海
海
螂

踊
崎
本
陽
光
洋
和
堀

川
川
日
商
三
三
新
ロ
］

総務グループ総務チーム長

ステークホルダーリレーションズ

マネジメントグループ法務・保険チームリーダー

総務部課長

IR・広報グループ情報広報チーム長

調査グループ調整チーム長

広報室マネージャー

社長室経営企画課長代理

総務部総務課長

総務グループ次長総務法規保険チームリーダー

常務理事総務部長兼広報室長

常務理事

海務部長

企画調整部長兼国際企画室長

関連業務部長

船員対策室長

裏　啓史

鈴木康昭
廣岡　啓
高山　　敦

山田喜之
大貴英則
遠藤秀巳

荒井正樹
森　　均
梅本哲朗
植村保雄

半田　牧
園田裕一
井上　晃
高橋幸一郎

　8月に編集担当者が（ま）から（た）

に交替する筈だったのですが、事情によ

りくH）がこれまで編集を務めてきまし

た。次号からは（H）に替わり（な）が

担当することとなりますので、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

《

せんきょう］1月号　No，520（Vol．44　No．8）

発行平成15年11月20日
創　刊　昭和35年8月10日
発行所　社団法人　日本船主協会

〒102－8603東京都千代田区平河町2－6－4（海運ビル）

TEL．（03）3264－7181（総務部広報室）

編集・発行人；梅本哲朗
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定価407円（消費税を含む。会員については会費に含めて
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社団法人日本船主協会

「オピニオン」のページと

「日本の新鋭船」のページが

新設されました。

見よう！1

当協会は、ホームページの充実、各種の定期

刊行物および統計の出版、PR映画の制作、

さらには各種イベントの開催などを通して、

海運の役割や重要性および当協会の活動を広

く国内外にアピールしています。
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平成15年11月20日発行　毎月了回20日発行　No．520　昭和47年3月8日第3種郵便物認可2003Nα520一・亭［ご　Hr　　h　　”誹，て写「」、盛戸　　1F」、「�j““，Fげ　　　　　　　　　　　　　慰難翻　　　　　ドゑや　　　　　　　　　　薪四三．、霧聡趨・亭　　　　・　　　・1段、’T　　　　　　　　　　　…∵1」，　　　　　　　　　・忘ξン　　　　　　誌卵き　　　　モ　　、、幣占しき　　　二　辱　　・・」旨オ・）勢客＾，…諜　　　�d；　誓廼舜L　“’∵雨漏聡ドヒ　　　　　　　ノ　コ　ぬ　　　　　　　　　　　　ロ　な�_・》　＿、　＼．汽　．、　噛1　　　しユロ　　　　　　　　　　　　　　　ゴロ　　　門．　　　　〆　　　　　、　　≒、　　　　　　　マ　　　　　　　詩　漂」汽・　1　　　　　　　「一−−．−舜−菟寸、「・　　　　　　》蜂き　　　　　　、陥1　　　磯　　　　うh、一t　　　　　　　�d「ドい　“　　い、．「、，−匙凝剛　　こ叩　　　・懸欝欝　　　　　　　　旨癬蝦灘墨「叢「酔　　　ミノ撞国，瓢　ドし　　レレれギリャトヤシ　にヤi＿。、評�_賜ダ〜一辺麟や野・門川．壷〜♪、　〜、　轟　　�_高、一纏　　　歳隔嗣・”−〆銀ミ購磯聯：せんきょうNO＞E八へBER　2003こ，趣彗．、ーーミ曜蔓琢、．慣て、藪ノ炉　槽ご誓2−L喝�n■幽ド∩．△新日本石油タンカー�椛ｨ供　ENEOS　BREEZE・原油タンカー．　159，909GIT．ヒ（総トン）　30で，013D／W．．（重量ト1ン）．全長：333m．．竣工1＝2003年9月18日　　　　　　　　　ン　　　　　　らCASについて日本船主協会常任理事三光汽船株式会社代表取締役社長【】松井毅1駆1表姜1．外交会議開催に向けた各条約案／改正案の審議が進む　一IMO第87回法律委員会の模様一2．OECD造船協定問題　一ダンピング防止規定に関する関係業界へのヒアリングーn　・　琴1．外航船舶からのCO2排出量は減少　一日本経団連・環境自主行動計画第6回フォローアップについて一228の　●。　r　　岱12　　鼠・」唱　　’鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　14スウェーデン船上の赤道祭（保証技師として世界一周）元三菱重工業�梶y】丸山四郎東京船舶�潟Aジアコンテナグループ輸出チームα吉田健一16［1躍　　　　　　　　　　　　　23海運税制の充実・改善について【海運税制キャンペーン】海運日誌（10月）17船協だより　　　18海運統計編集雑感94圏量範∠，囲み些事。「日本海運の現状20Q3」の発行・パンフレット「Shipping　Now2003日本の海運」の発行1111ぬ　　　乱、　仁H　，｝馳L　」」．一　占訥r‘　望嫡薄託諺馨3§鍾夏諺ーヨー農璽一縛願愚書罎。鰯　　　　　　礪鱒　　　　　　　　　　　　　　遡・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頃些　　　噂琴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司3．、彗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婿．」【「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．−、コ．　タンカーによる海難事故とそれによってもたらされる海洋油濁は、瑚Oを中心とする国際条約や米国のように国家による独自の規制によって、その防止策や補償体制が確立されてきた。海運の市場においても、独自の対応が用船活動に反映されてきている。メジャーオイルは用船に際し、従前より個別に本船の検査を実施してきたが、1990年代に入り、タンカーの用船契約日、一般的にメジャーオイル・アプルーバル条項として、この検査を用船契約に組み入れるほどに定着してきた。とりわけ船齢15年を超える船舶については、本船の設備と管理に焦点を当て、判断材料として有力な船級協会の実施するCAP（Conditlon　Assessment　Program）を採用し、船体構造や機関の現状に対し一定水準以上の評価を要求している。　世界の船社は、用船機会を得るためこの検査に取り組んでおり、弊社でも昨年、船齢20年のダブルサイド構造のパナマックス型タンカーで日本海事協会（NK）による、　CAP検査を実施した。本船はNKにとってもCAP経験の少ない時期での対象船であった由。技術的には通常の定期検査を超えた水準での検査内容になっており、受験の縞果、高船齢船の抱える腐食や疲労による船体強度に対する不安が払拭され、普段の保守の成果にあらためて安堵した想いであった。その後NKも現在に至るまで約40隻を実施していると聞き及ぶ時、CAPが市場を通して、結果としてサプスタンダード船の排除に有効に働いてきたことがわかる。　プレスティージ号の海難事故からおよそ1年が経過し、EU提案による、シングルハルタンカー・tェーズアウトの2010年前倒し規制案は、CAS（Condltion　Asses＄ment　SGheme）の早期実施を条件に2015年までの使用が可能となるよう、12月に開かれるIMO第50回海洋環境保護委員会（MEPO50）にて採択されようとしている。CASを有効に実施することにより、比較的船齢の若いシングル八ルタンカーの使用期限を延長でき、『シングルハルタンカーの排除ではなく、老朽化が著しいなどによるサブスタンダード船を排除することが最も重要』．という当協会の主張に沿ったものである。良好な船体・設備の保守を心がけてきた船主にとっては歓迎すべぎスキームといえよう。　CAPとCASは目的・性格を異にし、評価方法と疲労解析の要否に多少の違いが見出されるも、共に船体状態を把握するための強化された検査システムである。CASが国際条約に組み込まれ、統一的な検査基準としてシングル八ルタンカーに適用されることになれば、用船活動に求められているCAPを超えて、サブスタンダード船排除の有効な手段となることが期待される。当局はじめ関係各位のこ努力に敬意を表したい。せんきょう／》ω2003魁．11．国際会議レポート外交会議開催に向けた各条出面／改正案の審議が進む　一IMO第87回法律委員会の模様　IMO第87回法律委員会（LEG87）が20Q3年1Q月13日から17日までの間、ロンドンのIMO本部で開催された。参加者は72の国と地域、その他ICS、　CMI等をはじめ23団体であった。日本からは、在英日本大使館、国土交通省、外務省、法務省および当協会等が参加した。　今会合では、日本より提案した「船舶における犯罪から船員および乗客を守る手段の検討」（TAJIMA号事件関係）をはじめ、「海難残骸物除去に関する条約案」、「海洋航行の安全に対する不法な行為の防止に関する条約（SUA条約）等の改正」および「PSSA（特別敏感水域）の設置」等に関しての審議が行われた。その概要は次の通りである。1．船舶における犯罪から船員および乗客を守る手段の検討本件はLEG85（2002年10月）で、日本よりTん　　　　　　席瓢，緯訂翫．口口煮翻．撫浦転詩駄目鉱．瓶罐鉱，焙嵐JIMA号事件に関連して、船上において犯罪が発生した場合に出来るだけ速やかに船長が近隣の沿岸国に被疑者を引き渡すことができる制度を創設する必要性を訴えたところ、CMI（万国海法会）がIMO事務局と連携の上、各国の国内法に関する情報収集のためアンケートを実施することが決定され、また翌LEG86（2003年4月）では、このような事件への何らかの対策が必要であることついて各国の賛同が得られ、正式な議題として検討していくことが合意されている。　今回の会合では、CMIが実施した各国へのアンケートについて16力国より回答があったものの、同アンケートは依然継続中であり未提出国へ回答を促すとともに次回会合ではファイナルレポートの提出を予定している旨CMIから報告があった。一方、日本からは自国の刑法改正およびCMIアンケートに対する独自の分析について報告するとともに、このような事件に対する（2囎せんきょうN卯2003国際的対応つき各国の意見を求めたところ、概．ね当委員会として何らかのアクションが必要であるとの見解に異論はなかった。但し、いくつかの国より、CMIアンケートの最終的な報告書の提出を待って今後の取り進め方を検討するべきであるとの指摘がなされたことから、本件はこのまま正式議題として、次回会合で本格的な検討を行うこととなった。2．海難残骸物の除去に関する条約案　海難残骸物の除去に関する条約案は、船主による海難残骸物除去の義務化、．船主等関係者による海難残骸物除去費用の支払を確保するため船主に保険等の維持を義務付けることおよび沿岸国による撤去制度の確立等を主な目的とするもので、LEG84（2002年4月）以降実質的な議論が行われている。　今会合ではこれまでの議論を踏まえコレスポンデンスグループにより修正された条約案を基に議論が行われ、また別途作業部会が設置され当委員会と併行して審議が行われた。主な論点は次の通り。�@旗国の同意について　　　国連海洋法条約との整合性の観点から、　　海難残骸物の除去にあたり沿岸国は船舶の　　旗国の同意が必要であるとした修正案が提　　出され、これが認められた。�A海難残骸物の定義について　　　沿岸国と旗国で解釈の相違を避けるため　　船がいつ“海難残骸物”とみなされるかに　　ついて、実際に被害を被った沿岸国が判断　　するというのが大勢であったが、最終的な　　結論は出ず、提案国が次回会合に向け文書　　を提出することとなった。�B海難残骸物の報告について　　条約案では登録船主が海難残骸物に関す　る報告義務を負うことが提案されているが、　通常、登録船主が日々の運航に携わってい　るわけではなく報告義務を果たすのは実質　的に困難であり運航者または管理者の方が　適当ではないかとの指摘がなされ、今後引　き続き検討することとなった。�Cテロ行為の免責について　　条約案では船主が国際的強制力を持つ船　舶保安規定（ISPSコード）を遵守できない　場合には第3者によりもたらされた損害に　ついて責任を負うことが提案されているが、　P＆1クラブやICSより、保安規定の些細な　過失が多大な責任に結びつくような不合理　な結果を導きかねないとして、テロ行為に　よる損害は船主の過失と均衡の取れたもの　とするよう提案したが結論が出ず、今後引　き続き検討することとなった。�D金銭的補償について　　前回会合でP＆1グループより条約案にある　CLCタイプの証明書ではなく、国際P＆1グル　ープ所属のP＆1クラブが発効する証書でも　って金銭的補償とする提案がなされ、今後　引き続き検討とされていたが、今会合では　時間的な問題からほとんど審議されず次回　以降へ持ち越しとなった。3．海洋航行の安全に対する不法な行為の防止　に関する条約等の改正　IMOは2001年9月の米国同時多発テロ事件を受けて、海上航行における国際テロリズム防止の観点から題記条約の改正を行うこととし、これまで当委員会や米国を中心とするコレスポンぜんきょう／Voり2003魯3閥EWS閥EW5醐匿W5魏W舗酬響羅羅難輔デンスグループにより検討が進められてきた。　今会合では、前回会合に引き続き、犯罪化条項および臨検の規定を中心に審議がおこなわれ、各種国際条約や各国の国内法（刑法）との関連から調整が求められていた犯罪化条項について一定の進展がみられた。一方、臨検を求める国の要請に対し旗国から4時間以内に回答がなければ自動的に臨検を認めるとした提案に対して、回答期限の設定自体に反対を示す国のほか、期限設定には理解を示しつつも回答のない場合に自動的に．臨検を認めることには難色を示す国もあった。　また、臨検を受けた船舶が被った経済的損失に対する補償について、臨検に根拠がなかった場合の挙証責任を補償請求者に負わせるべきではないこと、および実際にどのように補償が受けられるか不明確であること、適正な補償を得るためには臨検国の国内法ではなく国際法に従って補償を請求できる必要があることなどの指摘があり、今後引き続き検討することとなった。　なお、次回会合では、本件について公式の作業部会を設置して重点的に審議を行い、2005年に条約採択のための外交会議の開催が可能か見極めることとなった。4．避難場所　IMO航行安全小委員が作成した「援助を求めている船舶のための避難場所に関するガイドライン」について法的な側面から検討がなされた。　今会合では、ガイドラインが避難場所を提供する沿岸国で船舶が引き起こした出費や事故が生じた場合の補償と賠償の問題を規定するものではないとの一節をガイドラインに記載すること　（場所）が確認されたほか、付属表に関連する現行の各種責任条約（CLC（注D、FC（注2）、LLMC（注3）など）を記載することとした。　また、補償と賠償について現行の各種条約でカバーできるとしていたが、スペインより現行条約では想定される全ての状況に当てはならないケースがあるとしていくつかの例をあげ、当委員会での更なる検討を求めた。本件についてはCMIが実施している調査（責任と補償そして避難場所への適用を扱った各国国内法について）の進捗を待った上で、必要があれば今後当委員会で検討を行うこととなった。5．PSSA（特別敏感水域）の設置　最近のヨーロッパ海域での重大な海難／汚染事故に鑑み、英、仏、並等欧州6力国は、ポルトガルから英国までの沿岸海域をPSSA（特別敏感水域）（注4）と指定することを第49回海洋環境保護委員会（2003年7月）へ提案し、この設置が承認されるとともに法的な側面（国連海洋法との問題点）について当委員会の検討に付されることとなった。　今会合では、PSSAが国連海洋法に抵触するか否かについて、PSSAの設置を提案する欧州各国と、航行自由の原則からこれに反対するロシア、（．パナマ等で意見が大きく隔たり、また議論の材料としてDOALOS（Division　for　Ocean　Affairsand　the　Law　of　the　Sea　of　United　Nations：国連法務部海洋法課）より、国連海洋法（UNCLOS）では今回のPSSA設置提案を問題としない旨の文書が配布されたが、その扱いについても反対国を中心に激しい議論があった。本件についてはお互いの溝が埋まらず、今後も当委員会で引き続き検討を行うこととなった。　　　　　　　　　　　　　　（関連業務部）4��せんきょうNo昭003注1）CLC（油による汚染損害についての船主の民　　事責任に関する国際条約）：撒積の油を輸送　　している船舶からの油流出による油濁損害に　　ついて、船主に厳格責任（過失の有無に関係　　なく負う責任）を課す一方、責任限度額を設　　定し、これを強制保険で担保することを定め　　た条約。1969年に成立し、1992年に改正議定　　書が採択されている。注2）FC（油による汚染損害補償のための国際基　　金設立に関する国際条約）；CLC条約に定め　　る船主の責任を超える損害について、油を受　　取る荷主が拠出する10PCF（国際油濁補償基　　金）を設立して、油濁被害者に対する補償を　　行うことを定めている。注3）LLMC（1976年置海事債権についての責任の　　制限に関する条約）：当事者の合意や法律の　　規定によって、船主の責任の原因となる事態　　や責任内容・範囲を限定している。注4）PSSA（特別敏感水域）：関連する保護対策　　として、重質油を輸送する船舶が対象海域に　　入域する際、48時間前に沿岸国に通報を行う　　義務を課している。　　　　0ECD造船協定問題　　　　　　ダンピング防止規定に関する関係業界へのヒアリングー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　義翫滋L．幽冒三鉱一藤．，．ま乱畠，嗣三翫識瓢．論．．憲賑1，0ECD造船協定のこれまでの経緯　造船業における公的助成の廃止と加害的廉売の防止により公正な競争条件を確保することを目的に1994年に成立したOECD造船協定は、参加国（EU、韓国、ノルウェー、米国および日本）の全てが批准して発効することとなっているが、唯一米国が批准していないことから現在も発効していない。　このような状況下、OECD造船部会は、何らかの国際的枠組みは必要であるとの合意に基づき、米国抜きの新協定をも視野に入れた国際的枠組みについて検討することとし、検討に先立ち、2002年4月、当協会など関係業界へのヒアリングを実施するとともに、同4月末、第101回造船部会を開催し、今後の対応等について検討した。その結果、本問題については、OECD新造船協定特別交渉グループ（SNG：Special　Negotia卜ing　Group）を設置し検討していくこととなった。　当協会は、上記ヒアリングに参加し、政府助成は基本的に廃止されるべきもの等の意見を開陳した。（本誌2002年4月号P．15および5月号P．4参照）OECD造船協定に関する関係業界ヒアリングの模様せんぎょうNo〃2003諏5閥EW5閥眠W謝匿WS翻匿W5羅糀輔籔糀難糀当協会スタンスについて発言する井上政策幹事長2．SNGにおける検討の進捗状況等　SNGは、　OECp造船部会非加盟国に、も摩渉参、．∵加を開放しており、交渉参加国は30力国・地域（日本、韓国、EC、ドイツ、ベルギー、、デンマーク、スペイン、ブインランド、フランスベ1ギリシア、イタリア、オランダ、ポルトガル払イギリス、スウェーデン、ノルウェー、、中国や台湾、トルコ、ウクライナ、ポーランド、ル獣，マ’ニア、クロアチア、スロバキア、ブラ．ジル｛こオーストラリア、カナダ、メキシコ、∵ロシア調フィリピン）となっている。わが国は、・国土交通省海事局造船課が対応しており、日本造船工業会もアドバイザーとして参加1じている。　　　凹　SNGの交渉期限は2005年末1までとされており、これまでに3回の会合が開催て2QO2年12月、2003　年4月目7月）され・2004鞍13§整髪蜷1ξll∴・係るレビューが実施される予律のζ：ζ鱗る・　　　　　　　　　　　　　あ　　　へ　　　　けヨド　ロド　う囎中の艦定（案）の開国勲屡餓・止、加害的廉売（ダンピングう二防止『1紛争解決・鴎手続き、。，。であ。。デ総懸蘇、だけはWTO補助金協定以上の規律をかけることに反対し、開発途上国条項を設けることを主張している。また、加害的廉売（タンピング）防止については、韓国の強硬な反対により紛糾、規律の必要性についてさえ結論が持ち越されている状況となっている。　　3．lndustry　Consultation（関1系業界今のヒアリ　　　ング）への対応　　　ζのような状況下、．韓国からのダンピング防　　止規定に関する関係業界へのヒアリング実施要　　請を受けて、OECD事務局は、　Industry　ConsuLll・ta廿on　1を2003年10月20日、東京において開催した。　；・同Consultadonへの参加国・地域および関係団　体は以下の通り。　　ドイツ、オーストラリア、カナダ、．中臥・EC　　（欧州委員会）、韓国、デンマーク、日本、一ノル　　ウェー、オランダ、フィリピン、ポーランド、　　ルーマニア、．トルコ、，台湾、造船業界（欧州・　　中国・韓国および日本の造船工業会）、海運業界　　（ICS※、韓国・中国の船主協会および当協会〉、　船舶ブローカー（Clarksons乱S�qp60n：IS氏nc6　and　Young）。　　　　　　　　　　　　　　／，’ノり』F∫ご当協会1ま・聯委景会および政策騨会：1画面無病趣誇吻1癖嚇　　また・IC・から・蝉・タ岬照門調整鞭　　（B込。※※縫類翻奪蹴も1照三三　・の立場か．ら船主意見の反映に努めだ登：1・轡山畠i　　　　　　　　　　　　げ．　・、�_　−　｝　1・�j知・η　Fら　　当協会意見および同会合の模様につ賦qま沿　概要以下のとおりである。　　　．．ゴ・・．、二．、一当協会意見鞭：レ隔で磨　　　造船協定問題全般についてユーザーとして619せんきょうNoり2003r鑑瀦謙臨。潔ぎ鱗1巌欝購轟轟騰孟な　　　船価は公正かつ健全なマーケットによっ　　て決定されるべきでありズ翻弼鮪藤　　求弦基点的に廃止すべき．で：あ奄＝．．綜じ緻1▽　�A加害的廉売防止に向けた船価規律等につ　　いて　　．．．一　　　　．　．．L．　　　公正な競争条件を達成するためには船価　　規律が必要である、と．の結論と・なるのであ　　．れば、造船各社の自助努力による価格設定　　が「加害的廉売」と．認定されて公正な競争　　が阻害されてしまうことなどがないよう、　　　「加害的廉売」の定義を明確にして、恣意　　的運用の余地をなくすこと。　　　さらに、1994年の造船協定には、「加害的　　廉売」・と認定された造船会社がペナルティ　　一の支払いに応じない場合、それ以降の当　　該社との新規契約船については、1．r定期間　　は貨物の積み・卸」しを行なわせないという．　　対抗措置が盛り』込まれているが、1同様の規　．定を新協定に盛り込むことは反対である。．（2）ICS意見概要　　　　　　　　　・一．　　ICSは、全ての造船国に受け入れられる現実　的な造船協定の策定が重要であると考える。　　加害糠売防止の必然ぽ勧る��ゐ1£　同条項の協定への導入は�_特に新興造船国の　加入が見込めず、協定自体の発言炉実現レな．、呵難があることから雨脚成の威信・．磐�kた新論魅すrlも煮え1（3＞会議の模様なら．びに今後の予定等　1　．．：　　船価規律条項の導入問題を中心に意見力1開．．　陳さ．れたが、意見の隔たりが大きく、明確な　方向性は見出せなかった。　　　発表があった。：　　、加害的廉売規籠が搭要である零主張す，る国　．，．．ぢ．助庫耀律脅麟惰に：璋摸す塾ば加害的廉売　　　の規律は不要であるとする国が厳しく対立し、　　．合意に至らなかった。．・　　　　議長より、加害的廉売規律不要と主張する　　�`引国が指摘する問題が起こら「ないような形で、　　：．問題となるような船価類型を挙げつつ、．具体　　．的な議論を可能としたい。そのために柔軟な　　　規律案を事務局が作成し、これに基づき次回　　　12月SNG会合で議論する、との提案があった。　　　この案を留保する国（韓国）もあったが、12　　　月の第4回会合で事務局作成案に基づき、助　　　成規律とともに加害的廉売規律についても検　　　刑する．こととなった。　　　　　　　　　　　　　　　　．．（企画調整部）．　　　※ICS（International　Chamber　of　Shippi丘g）．−：．　　　　国際海運会議所。．斉困船主鰯今を会具翻して　　　．謬諜慰灘貫遍・雨隠奮饗覆　　　成される。．日本は1957年4．月に加盟ど船主め利　　　益を擁護・代表し、．商船隊の発展を促進するた　　　めの民間団体。本部はロンド詫。．自由主義撫運・」．@　脅標榜するとともに、．海洋環境裸傘船一目行　　　安全、海事法制、情報システム等に関し其体的　　　活動を行っている。　　※※　BIAC（Businessεmd　lndus廿y　Adviso埋Com−　　　m樵器繋。∴9、2年頃設島。ECD　　　穀思懸繍轄翁畿；懸盤冨　　　し、我が国からは日本経団連が参画。この中に　　　鰍器欝油鼠謝T食　　　間の意見をOECDに反映している。当協会園田　　　は、2003年1月から海運側副委員長に就任。ぜんきょうNo〃2003の7閥匿W謝EW5閥匿WS羅W§搬輔》羅輔躍輔　　　　　　　　　　三三．・蜘内外情報∵纈欝　かねてより日本経団連は、環境問題への取り組みが企業の存在と活動に必須の条件であるとの基本理念を掲げて種々活動しているが、．温暖化対策については産業界として実効ある取り組みをすすめるべく1997年に環境自主行動計画を策定した。　その具体的目標としては、20！0年度の産業・エネルギー転換部門からのCO　2・．（二酸化炭素）排出量をユ990年度の水準以下に抑制することとした。また、その進捗状況を毎年フォローアップしており、これは政府が策定した地球温暖化対策推進大綱の主要な柱の一つに位置付けられている。　・　　　　　．　．．．．；＝．．．．ド　当協会としても、．「海運」．と．いう輸送￥Lドが令即。吻咄削減にお劇論血鯛を担うことが期待されており、環境問題への積極的な取り組みが必要との観点から、．日本経団連の取り組みに参画するとともに、．環境自車費動計画に2010年度の輸送単倖当たりのCO　2排出量をユ990年度の値から10％削減するとの目標を盛り込んだ。　今般、当協会は、日本経団連の環境自主行動計画の第6回フォローアップに対応．し、会員会社によって運航される外航船舶からの2002年度のCO　2排出量について実態調査を行う．とともに、当該計画における当協会計画部分の見直しを行った（資籾参照）。　同調査では、2002年度に消費した燃料油量と輸送した貨物量についてアンケテト．を行い、32社から有効回答があっな6その結果は訴輸送貨物量1ト。当たりの。。，拙量が昨鞭力、らC．5％減少し、ig90年度比では約20％の減少となった（図：「当協会アンケート結果に基づくCO　2排出量指数」参照）。　なお、国際海運分野における温室効果ガス排出削減の取り組みについては、気候変動枠組条約における京都議定書の対象外とされており、別途、国際海事機関（IM�@．・において検討されることとなっているα．IMOで．は尉20σ3年目月24日から12月5日にかけて開催される総会において、本問題への取り組みについで決議を採択することとしている。　　　　1　　．（海務部）【図】当協会アンケート結果に墓つくCO2排出量指数國ヨタ1．OOO．800．60・0．40　．O，200．OOCO2排出原単位指数1990　　　1997　　　1998　　　で999　　　2000　　　2001　　　2002．注）排出原単位は、輸送貨物1トン当たりの002の排出量で　　あり、1990年度を1としている。8��せんぎょうハ肋2003【資料】環境保全に関する自主的行動計画　　（第6回フォローアップ）　外航海運は全世界を活動領域とし、また、国際的な単一市場であるため、環境保全に関する取り組みは、原則としてすべての海域、港域および船舶に対して同一の基準が適用される必要がある。そのため、！997年12月のCOP　3では、外航海運に係る船舶からのCO　2等地球温暖化ガスの排出抑制策に関しては国際海事機関（IMO）を通して検討していくことが合意されている。　IMOでは、船舶からの温室効果ガス排出に関する実態調査を行い、本年11月24日から12月5日にかけて開催される総会におい．て温室効果ガス削減に対するIMOの方針について決議が採択される予定である。．　当協会は、1996年11月に自主行動計画を策定、さらに2001年ユ月に環境憲章を策定するなど、環境保全対策を着実に推進してきている。IMOにおける国際的な地球温暖化ガス排出抑制策は未だ検討中であるが、自主的対策を継続して推進していく。　なお、内航海運については、国内において別途取り組みがなされているところがら、本計画は外航海運を対象とした。1．地球温暖化対策（1）船舶からの排出抑制対策　�@二酸化炭素（CO　2）　　　舶用機関は重油を使用しているため、CO　2の排出は避けられない。しかしながら、．年々増加す　　る輸送需要に応えること、また、燃料効率の優れた輸送モードとしてモーダル．シフト施策の重票　　な役割を担っていくこ．とは社会的責務であると考え、海運業界としては、効率的輸送を行うと．の　　観点から、輸送単位当たりの燃料消費量の削減を目標に取り組んでいく6．　　　船舶の燃費改善への取り組みは、オイルショックのあった1970年代からユ990年代にかけて目覚し　　い成果を挙げてきていることから、今後の技術革新に同様の期待をする．ことは難しgであろう魁　　以下の施策を推進することにより、2010年における1990年に対する輸送単位当たりのCO　2排出量　　を約10％削減していくことを目標とする。　　〈具体的対策〉　　　＊エネルギー効率の改善された新造船への代替、省エネ設備の採用等　　　＊最適航路計画システムなどの航行支援システムの研究・採用　　　＊船舶における省エネ運転技術の研究・実施、省エネ対策の徹底　　　＊推進効率の向上、排エネルギーの有効活用等燃費改善に向けた取り組み　　　＊輸送効率向上のための最適船型�A代替フロン（BFC等）　　CO　2より地球温暖化への影響の大きい代替フロンは、船舶においては冷房等の空調機器、食糧　貯蔵庫およびリーファーコンテナ等に利用されている。今後、地球温暖化への影響の少ない冷媒せんきょう物ひ2003膨9閥匿W5醐匠W5翻蹉WS翻欝》籔躰鞭轡籔　難轡灘　熱》驚　　の開発状況を見ながら、その採用に努めるとともに、整備、修理等の際には、当該ガスを大気へ　　放出することのないよう努める。（2）事業所等における省画ネ対策　　陸上の事業所における冷暖房の温度設定や運転時間の調整、OA機器等の低電力製品の採用等の省　エネ対策を、従来同様今後も推進する。2．廃棄物対策　船舶から発生する廃棄物は一般廃棄物を含め、国際条約にその処理方法が規定されており、処分の記録も船内に保管することが義務付けられている。これに対応するため、船舶は沖詞分離装置や廃棄物焼却炉などの処理設備が施されているほか、寄港した港においてはこれらの履行を厳しく監督される。　今後も国際基準に則り適切に処理していくとともに、廃棄物の発生抑制策などについても検討を行っていく。3．その他の環境対策（1）大気汚染の防止　　ディーゼル機関から排出される窒素酸化物（NOx）については、新たな排出規制が2000年から遡　及して適用される見込みである。これに適合するエンジンは一般に燃費が悪くなるくCO　2発生量増）　といわれているが、新たな規制に対応していく一方、燃費を犠牲にしないエンジン．の開発を求めて、　いく。また、燃料油に含まれる硫黄分濃度の低い燃料油の採用に努め、硫黄酸化物（SOx）の排出抑　制にも努める。（2）船底防汚塗料の改善　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　．．　　　　　＼　　船底防汚塗料に含まれる有機スズ（TBT）が、海洋生物の生態系に悪影響を与えるとしてそれを規　制する国際条約が2001年10月採択された（未発効）。TBTを含まない代替塗料は防汚性能の面で十分．　とはいえず、燃料消費量の増加等が懸念されているが、代替塗料の採用を進めていくとともに、さ　らなる性能の向上を求めていく。（3＞安全管理システムの遵守　　一部の甲種に適用されていた国際安全管理コード（ISMコード）が2002年．7月からすべての船種　に適用されており、各船舶管理者および船舶においては安全管理システムが運用されている。また、　内航海運をはじめ適用外の船舶においても自主的に安全管理システムの導入を進めており、海上災　害および海難事故の発生を防止し海洋環境の保全に努める。�求@環境管理システム　　引き続き環境保全に向けた取り組みを行っていくほか、ISO14000（環境管理規格）などを視野に　入れながら、環境管理に関する体制の整備について検討を行う。（5）臨港地区における環境保全対策への協力　　海運業界は、昭和51年度より、臨港地区における緑地整備および海面清掃など、わが国各戸の港　湾管理者が実施する港湾の環境整備に協力している。　　　　　　　　　　　　　　　　以　上，し10鼎ぜんきょうA「oo　2003「日本海運の現状2003」の発行　当協会では、各種海運関係資料を作成しておりますが、今般「日本海運の現状」を刊行いたしました。　「日本海運の現状」は、グラフや資料を用いながら、項目ごとに簡潔な解説を付し、日本海運の今の姿を説明したもので、世界海運とわが国の輸送活動、海運経営、外航船員の現状、内航海運の4つの柱で構成されております。　入手ご希望の方には無料でお配りいたしますので、下記までお問い合わせ下さい。〈問い合わせ先〉（社）日本船主協会企画調整部　〒102−8603東京都千代田区平河町2−6−4海運ビル　　　　TEL：03−3264−7ユ74　FAX：03−32624757　　　　E・MAIL：pln・div＠jsanet．oLjpξ「|噸6・　，’腰ご　　一二1．を　　　　　　　・1，し’・1遇　　・’｛・霧；叢鍵屋1藩羅鐵紅験曝難欝爺1鱗既磁恐恐三期・、、：翠　毅1rが讃ご掘讃鑛』謙ご蝋　　�_ぞ1｛臨磁欝藤轟1漁娠灘灘パンフレット「Shipping　Now2003日本の海運」の発行　当協会では、日本の海運の果たす役割と重要性を教育機関、産業界始め広く一般の方々に理解していただくための一助として、パンフレット「shipping　Now　2003日本の海運」を毎年発行しており、今般、2003年版を刊行いたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　このパンフレットは、わが国の経済と暮らしを支えて活躍する日本の海運の姿を写真やグラフを主体に分かり易く説明・紹介したものです。　ご希望の方は、当協会総務部広報室（TEL：03−3264−7181　FAX：03−5226−9166　e・mail　l　pub−of匠ce＠jsanet．oLjp）までお問い合わせ下さい。　なお、パンフレットの項目は以下の通りです。　　　　O豊かさの原点を支えるシーロード　　　　　・暮らしを運ぶ　　　　　．エネルギ＿を運ぶ　　　　　｝　　　　纒．　　　　　・産業を運ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　一　　Shi　inNOW　lI　　　　O内航海運の活躍　　　　O日本海運の現況と課題　　　　O環境問題への取り組み　　　　O安全航海への取り組み　　　　O船員育成への取り組み　　　　O総合物流への挑戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・・　　　　O船のいろいろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　ほタ　　　　o海運用語集　　　　　　　　　　　　　　　　　層刷梱」曲せんぎょう1吻〃2003011　ノニゆここぶ　　しこるご　こしド　　　ゑマボらドみこしになををまタ、．ﾖ　　　　　　妻　　r1即聯脚潤響で�h目撃7鰐「惣串r題　コド　　　　ヒ　　　　　　　バア　　　キ　．祝三三》審齢翻黒船砂．．　　　　．1エ7年導く、を渾こしたロンドン事務局を去るに　　　　毒たり、．．公私にわたり私を支え、励ましそして　　　　　ドヂ　　　　．：良き相談相手となってくれた現地スタッフを感・．E1脚欝込靱紹介し・Sw�pS・ngならぬS・・　　　，鯉恥帥し鰍の最後の「ロンドン働」と　　　C串pt白ih　William（Paddy）C，　McKnight　　　鷺羅よ李腰細窮霧曝4　　冥杢部勤務、．．イギリス王室ヨット「ブリタニア号」　　　　の副長や駐イ．タ．リ．ア英国大使館の駐在武官も務　　　二めた生粋の英国海軍大佐で1995年スコットラン　　　．．．離猿嘩本音峰聯・渾賜騨．、．，．　　．：1ン．ドン事務局のスダッフとして加わりま．した。．1．．．9司pta喫鵯嗅禽ll卿轡〜巽．身ド薩塑曄ギ偉わたり姻獺の．1翠佐嘩三界います・これ｝揮干鯛の綿確騰勢：騨の鱒関連産業に第二の職陽四三輝騨が増献材力盤嬉醒、．ｵ一三勲砲よりも彼らの高い能力と規　．律の豪し三三｝≒ζ無持ちの良いマナーが魅力で　す。特に幹部候補生でスタッフ・コースを出た上級将校鉢状況判．断が印確で輯告辞軍確で渾不足なく、何タリもレ零二塁作成�S早船・gが即かります。バディを採用した時は英国の将校クラブに広告を出しとζろ；十数人の応募があり、書類審査で5名にしぼり面接し．たのですが冠→目で採用するなら彼だなと思ったものです。　現在も船協業務の合間に；〔リザベ，ス女．王のアッシャー（Ushさr先導役）を務める英国紳士でエリザベス皇太后の葬礼では、馬車でウェストミンスター寺院にお着きになった女王をお迎えし、先導した姿がテ．レビで．放映されましたので目にした方がいらっしゃるかも知れませ．ん』．　．．一　バディがこのアッシャーに指名された時、新青螺欝欝窒芒語論欝努レ茎ア」号畷な鵡みρ拶ディに「�h鴛イ林佐・今は何を．していますか⊥≧ご下問があ1？なので、「日本船主協会．に勤ゆてわり．ます」とお答えしたとζろ》．「それはよ．かったわね土とのお言葉があったとの事で〜1：・以来当事務局は女王陛而のお墨付きがあるな．どど冗談を言ってい．ます。iバディはその人当たりの良さと．洗練された物腰から、初対面の人物でもたちどころに懇意となりその人脈を広げますが1とりわけご婦人方に対しては優しいことこの上なぐそばで見ていてただただ感心するばかりです。イタリア大使館での2年間の駐在武官生活でますます腕に磨き．が掛かったようです。美堀でこぼれんばかりの愛嬌のあるマッ．クナイット夫人ダイアナとはス．キー場で出会ったそうですが、ヌキーはプロ級で、少女の頃英国のオリンピ』ック候補選手養成チームに推薦された事もあるダイナナに一目ぼれしたバディが電光石火、デ」トに誘ったに違いありません。　　　　　　　　　　　　・　そういえばバディの海軍時代の上官で、不思c○12流せんぎょうNoθ2003ド’c議な縁で英国船怖の理事長となり親しくお付き合レするようになったサー・クリスおファー・モーガンもバディに輪をかけた紳士で女性に優しく、一緒にレストランに行くと．食：事が終わるまでには必ず担当のウェイトレスの名前と出身地を聞き出すのにはほとほと感心しました。これも英国海軍の良き伝統なのかもしれません。．ともあれロンドン事務局の情報源はバディどい1うプロバイダーが提供する欧州全域を隅々までカバーするネットワークの上に成り立っています。Mrs　Sumiko　Crook（寿美子クルック）　東京で生まれ、高校卒業饗しばらく日本で働きましたが、その後、英国にわたりロン・ドンの語学学校で勉強し、さらに英国のデザイン専門．学校で学び資格を得ました。ロンドン事務局にはユ996年に就職、以来ケント州からの長距離通勤にもかかわらず早朝から勤勉に働き、事務方として当事務局の活動を支えています6．ご主人．は英国人で．カヅプルの愛息は大学卒業後、日本‘政府による難しいJET（ra亘an　Exchang6＆Teach二ing．orog士amlne）の選考を優秀な成績で通り1英語の先生として今年の9月から京都に赴任しま「した』文字通り二代にわたらて日英の梨げ橋となつで．います。’�d．．　寿美子Crook　英国における日系企業の殆どは．こうした現地に定着した日本人婦人の献身的な努力に支えら？，「篇鷲、＝翠　　　　脾P解．Pれていると言っても過言ではありません。Ms　Rosemary　Usselman．@　　　　　　　　ミ　彼女は離婚を機に一念発起し、レディノク大学で言語学を学びました。その間、一年ほど上智大学に留学したこともある日本通です。東京では英語の先生をして学費の足しにしたといいます。大学卒業後はやはり日本に関係しだ仕事　Rosθmary　Usse「manをしたいと当事務局に応募して来ました　現在は事務局内の英語教師兼船員問題関係のリサー1チャー兼秘書として幅広く活躍しています．コンピュータにも強く、速記も出来．る存ど極めて貴重な人材です。船員問題の会議には彼女と出席する事が多いのですが、当事務局に就職してから早4年あまり、罰CW条約もILO条約もそ�A内容を良く理解しており、さらに速記録に基づいて作ってくれる会議メモは重宝で、ノルウェー誰りの英語が聞き取れなかった時など、このメモを読んでこういうニュアンスだ6たのか．ζ1納得する事もよくありました。　現在彼女はシュタイナー学派の英国における事務局を預かっているボーイフレンドのト．ムと．小さなアパートに住んでおり、二人とも菜食王義者で、アルコールは飲まず、スーツも持たず、車は持たず極めてストイックな生活をおくっています。これは英国におけるある種の知識階級　譜の典型的な生活様式でもあるようです。　　　　／　　　　（前酬地区事務賑．赤搬「）＝1　　　　　　　　　　　　　　　＿＿。ξ」　　　　　　　　　　　　　　　奪　　　　　　　　　　　　　　　」蝋。卜Ψ　　　　　鯛　　　　　　．ボぜんきょうNの2003・134　　　　7つの海のこぼれ話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緬〜悌　　　　　2　　顧甲｝@，　　　ゾF　　　　竃＿　　　　　　　　鎚　　　lT　窪　　　｛　声　〜〆　　　「い、　犀・も　　　！｝環’　塙　惣ご罵　　∫　　　　　v�`　　　　　　子←に’押醸謡令し7鷺鐸事鞭響　　メ　でニド　　　　　　　へしぢ第59國スウェーデン船上の赤道祭（保証技師として世界一周）　　　1960年当時としては世界てもほとんと初めての船型と思わ　　れる、4万トン級の鉱佃兼用のスウェーデン船に保証技師と　　して乗船中の話てある。　　　客船や練習船ては長い航海の鑑柳を慰めるために赤道祭　　を行うと言う事は、船の関係者からよく聞かされていた。本船　　ても日本を出て3ヶ月近く処女航海の緊張と多忙か続いた　　か、南米から日本まての長い航海で気持ちに余裕が出来て　　か、赤道通過のパーティーをすると船長に言われ、何か面白　　い行事かあるたろうと期待していた。当日になって、初めて赤f　　道を通るものは水着てテノキへ出て来いというので出てみた　　ら、ハノチの上に大きなキャンバスのプールか出来ており、他　　の水着姿は乗組員ても十代の若者はかりであった。この船に　玉　　は60名近くの乗組員がいるが、船の特殊性からして特別に経　　験の深い船員を乗せているようたから、若い士官ても赤道は　　初めてと言うのはいないのかと思ってレ）た。　　．　　　制服に身を固めたキャプテンかパノセーシに出て来た。そ　　れを待っていたように汽笛か鳴るとともにフォクスルから、MP　　と書いた安全帽をかぶった屈強のヘテランセーラーとモータ　　ーマン（操機長）か、半裸の格好で人払いのごときしくさで出　　て来た。その後から冠をかふってネプチューンのシンボルて　　ある刺股の槍を杖のようにして出てきたのは、船内一の大男　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　のデブさんで、船長資格を持ちながらこの船では執職の一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　モ　　等航海士、それに寄り添うようについているのは、やはり冠を　　かふり長い裾を引いて王妃の装いをした船内一の年配です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　　　し　　らっとしたポーラント人のポンプマンである。ネプチュ�eンか　　辺りを見回しなから半ばまて来ると、その前に威儀を正した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　イ　も　　　　　　　ヘ　　ノ　　船長かまかり出て、何事か口上を述べ始めた。本船が初めて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　ぼ　　赤道を通過するに当っての毎回の航海と、乗組員の中に初め　　て赤道を通る者かいるか、よろしくお願いすると言うようなこと　　てあろうと見とれているうちに、私は先ほどの先導モーターマ　　ンに掴まえられて、キャンバスプールに投げ込まれた。それ　　からか大変、何をしゃかると思うまもなく、普段は機関室でミス　　ター、ミスターと言って色んなことを丁寧に聞いてくる良い男の　　モーターマンか、私を掴まえては体には白いグリース、頭には〔1し響灘欝難鍵饗饗鷲鑑盤難さ盤董灘難灘鍵醗1護灘獺灘欝墨・輔　鰍難　　　　　　P襯事な離・　　　　　　ず　　伽　−『．四」ゴ�d蕾．F〜℃こ¶馳，・−家門ぜ　酒忘元三菱重工業�滑ﾛ山四郎黒いワイヤグリスを塗りつけては何度も、上から押さえては沈めようとする。泳ぎには特に不安はないが、突然のことだから全く不用意で浮き上がっても、また押さえては沈めようとする。コンテキショウと思いながら、これが赤道の洗礼かと考える余裕も出来て、水面に出て文句を言おうにも残念ながら言葉にもならない。長い時聞でもなく何時もは気の良い男と思っていたことだし、これも船主との付き合いの一つで保証技師の役目かななどと思いながら、「ま一しょうがないか」で文句も言えず終わってしまった。ただ機関長その他の仲間はブリッジウィングで、それこそ高みの見物をしていたのは癩に障った。更にそれからが大変、早速シャワーを浴びてグリースを拭おうと幾ら石鹸をつけても、頭も体もグリースは取れない。1時間も頑張ったが、夕食の時間になって良い加減で切り上げた。　しかしその夕食はクリスマスディナー並みの大変なご馳走で、船長には「なかなか良い習慣だろ？」などと言われてからかわれたようで、「バイキングはさすがに乱暴だね」と言うのがやっとだった。しかしフルコースの食事は、デザートにこの船で初めて経験したホットアイスクリームを味わ　　　一�d管　い、やれやれ終わったなという気分になった。　　．夕食後またシャワーを浴びたが、それから数日サロンボーイは毎臼、シーツと枕のカバーを取り替えてくれた。　実は前から食事の会話の中で「ミスタ丸山は赤道通過は初めてか」と聞かれて初めてと答えた時から、この話が出ると皆が私を見る目に何となく妙な感じを持ったが、このことかと覚った。これも貴重な経験で、バイキングの船員が世界に雄飛しているたくましさの一端を垣間見たようにも思った。　因みにこの船の仕様は格別に高く、ホールド・ハッチカバーはマックグレゴーの輸入品、ムァリングもスウェーデンの電動のオート・テンション・ウィンチ、ボイラは二重蒸発ボイラで、当時日本船ではやっと公室に冷房を装備し始めた頃なのに、クルーの居室を含めて全室水循環による冷暖房が採用された。横浜の造船所を出てクウェイトで原油を積み、荒天の地中海を抜け、大嵐の北大西洋では主機の回転も上げられずに船は後退しているようなこともあったが、アメリカ、デラウェア川を遡って荷揚げした。　ベネズエラのマラカイボでまた原油を積み、パナマ運河を抜けてペルーのカヤオで陸揚げ、サンファンにて鉄鉱ペレットを満載戸畑に向かった途中のことである。　船の特殊性もあって本船の処女航海が世界一周となり、スエズ、パナマの両運河も通って、船員経験のない私にとっては実に貴重な経験だった。　　　　　黙認這∴：1：ll∵：1灘　；　∵・．・・艇豊1雌蒙劇・・「1磁騒騒鯨監畿無嬬銑熟覧登蕪獣郷霧叩灘譲鞍毅駕鎮鞍麟漿繍難．燃鞍d饗難欝懸難鐙i灘難饗繋難灘欝難難難懇難懇譲講灘灘難難1磐　　　　ド　　　　∫　　、恰　　　瀦慌幾；1；製��回凡．忍．駅凹鱒ρ饗　，「・講劉蛸樺窯認ループ輸出チーム　　　　　　　・藷1．所属部署の業務は主にどのようなものなのでしょうか？　アジア域内；南はインドネシア、西はペルシャ湾までコンテナ船の輸出営業およびマーケティングを行っております。中国航路には最近特に力を入れて取り組んでおります。3．．御社の自慢といえば？　スケジュールの正確性と多便サービスです。　お客様の最も近い港での船積みや荷渡しが出来るよう、木目細かいサービス網を構築しております。北は北海道苫小牧や秋田、南は細島や志布志等の定期サービスを提供しております。他にもいろいろ新規航路を考えています。4，今後チャレンジしてみたい仕事について教えて下さい。2．これまでの会社生活の中で一番の思い出といえば…？　フィリピン・マニラに2年闘勤務したことです。　多忙な日々でしたが、週末はゴルフやダイビング等を楽しみ充実した生活を送ることができました。また、海外のお客様と接することにより外航海運には、日本のお客様のみならず、海外の御客様のサボTトが不可欠であることを肌で感じることが出来ました。　港から港までのサービスにとどまらず、アジアでは未だあまり一般的ではない内陸DOORまでのサービスを広げていきたいと思います。（東京船舶（株）の事業概要　『当社は2］世紀に入りコンテナ定期航路に特化し、Eヨ本郵船グループの一員としてアジア全域およびペルシャ湾までを域内におさめるコンテナ専業海運会社に生まれ変わり、域内の基幹航路およびフィーダー航路にて自動車部品、電化製品、衣料品等あらゆるコンテナ貨物を運送しています。』16�SせんきょうN四20031東京商船大学と東京水産大学が統合し、卑日京海洋大学として発足した。また、神戸商　　船大学は神戸大学と統合し、神戸大学海事　科学部として発足した。1「海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律」日に基づく認可法人として、1976年に設立さ　　れた海上災害防止センターが、独立行政法　人海上災害防止センターとして新発足した。131Mo第87回法律委員会（LEG87）がロンド〜ンで開催された。17（p．2海運ニュース参照）日15国土交通量は・15日付けで日本二二におけ回る船舶職員（航海士、機関士）として外国　人船員139名（フィリピン人138名・インド　ネシア人1名）を承認した（通算！1回目）。　これにより、2000年1月の初回承認からの　累計は1304名（航海士643名、機関士661名）　となった。15国土交通省は・2003年度上半期分の新造船日許可実績を発表した。これによると、国内　　・輸出船合計で207隻810万総トンとなり、　前年同期と比べ26隻、総トン数で22％増加　　した。20交通政策審議会海事分科会が第4回内航寧日運部会を離し、．競争的市場環油日や社　　会的規制の見直しについて検討した。20国土交通省は・「2002年のわが国のクルーズ日動向について」を発表した。これによると、　　2002年のわが国のクルーズ人口は、約17万　　（外航クルーズ約9万3千人、内航クルー　　ズ約7万5千人）であり、1999年から比べ　　ると約7万1千人から約9万3千人と約1．3　　倍に増加し、クルーズが旅行の一形態とし　　て定着しつつある傾向が見受けられるとし　　ている。200ECD（経済協力開発機構）新造船協定特別日交渉グルLプ（SNG）の東京会合に先立って　　ダンピング防止規定に関する業界ヒアリン　　グが行われ、当協会をはじめ各国の造船・　海運業界が参加して意見を述べた。　　（P．5海運ニュース参照）2692年国際油溺償齢（10PC　Fund）第8回1〜総会がロンドンで開催された。24日20バーゼル条約第2回公開作業部会（OEWG）〜がジュネーブで開催され、船舶解撤の法的25側面に関するOEWGでの今後の議論の進め日方が検討された。25日本とASEAN（東南アジア諸国連合）10ヶ日国による交通大臣会合がミャンマーのヤン　　ゴンで開催され、海上保安確保など両者間　の今後の協力分野を明記した基本枠組みを　採択した。29運輸政策研究機構国際問題研究所は「国際日海上物流セキュリティーセミナー」を開催　　した。当協会も同セミナーを後援した。ぜんぎようハめ〃2003ζ冷17　　　　　公布法令（10月）�M　自衛隊法施行令等の一部を改正する政令（政　　令第454号、平成15年10月8日公布、施行）�堰@独立行政法人海上災害防止センターに関す　　る省令（国＝ヒ交通省令第108号、平成15年10月　　1日公布、施行）　　陳情書・要望書等（10月）．提出日：10月8日宛　先：自由民主党税制調査会件　名：平成16年度税制改正要望要　旨：今年度末で期限切れを迎える国際船舶　　　　に係る登録免許税の軽減措置の延長等　　　　について要望　　　・国際会議の予定．（12月）憎．”会議名：IMO（国際海事機関）第50回海洋環境　　　　保護委員会（MEPC）日程12月1日、4日場　所　ロンドン会議名：ASFシッビング・エコノミックス・レ　　　　ビュー委員会（SERC）第14回中間会合日程：12月1日場　所：北京会議名：ASF安全航行環境委員会（SNEC）第10　　　　回中間会合日程：12月2日場所：マニラ（フィリピン）18�Sせんきょう♪／002003怏^統計一一一…一一一1　わが国貿易額の推移、治＝、　　　　昌　　　　　　　　　　＝！　　　（単位：10億円）　　　2，対米ドル円相場の推移（銀行悶直物相場）輸　出輸　入前年比・前年同期比〔％）年　月脚平均最高値最安値年　月入（▲〉出超（FOB）（CIF）輸　出輸　入ユ990144．8ユ124．30160．101985P990P995Q000Q00141，956S1，457SL　530T1，654S8，97931，Q85R3，855R1，548S0，938S．Q，41510β70V，601X，982P0，715U，563　　　　　4．0@　　　　9．6@　　　　2．6@　　　　8．6｢　　5．2▲　　3．8@　　　16．8@　　　12．3@　　　16．ユ@　　　3．61995P998P999Q000Q00194．06P30．89P13．91P07．77P21．5380．30P14．25P11．28P02．50P13．85104．25P47．00P16．40t4．90P31．69200256，06645，47110，59314．47．22002125．28115．92134．692002年9月4，4503，3961，0546．98．82002年10月123．8812ユ．88125．32104，6503，75689414．14．011121．54119．64122．721ユ4，6403，74989ユ19．310．312122．17119．37125．20124，5633，77179215．214．22003年1月118．67117．83120．142003年1月3，8433，7401038．D10．32119．29117．02120．8124，3283β949347．64．63118．49116．69120．8134，8073，8419660．79．341ユ9．82118．05120．7644，6103，7718394．85．55117．26115．2ユ119．0654，3023，6086943．62．161ユ8．3ユ117．55ユ19．8264，4293，586844▲　　0．0U，77118．63117．26120．5474，6453，8497965．65．48118．57116．70ユ20．2984β3G3，5477836．43．59115．1611G．48117．6094，8603，7591，10！9．210．610ユ09．50111．．10107，．97（注）　財務省貿易統計による。3　不定期船自由市場の成約状況（単位：千M／T）区分航海用船｛期疋用船△シングル（品　目別内　訳）年次ロ　計連続航海航　　海穀物石炭鉱石スクラップ砂糖肥料その他ThpPeriod1995172，6424，901167，73148，77552，37157，2611，526L9415，054803ユ54，80249，0611998186，1971，712184，62141，93869，30164，9948363，80G2，499L280136，97224，700ユ999141，3211，304150，48130，68656，18457，3092353，2741，709ユ，082149，73439，5812000146，6432，182144，46126，ユ4ア46，54967，4311984，5761821，551170，03245，0212QO1154，QQ53，063150，94216，78952β2472，1774727，28897891415G，15438，4552002132，269978131，29115，18243，40665，1054425，8531，054249184β9050，4742003　27，9463957，5513791，8825，Q2533232Qo17，0955，G3639，901659，8365812，6176，230037731016，3325，59849，8821509，7324602，2916，5142036780020，93910，00758，3591508，2094603，1744，13Q3Q40001515，9366，455610，679010，6799322，9706，1700530502622，3534，62079，20109，2012833，2705，0850478503419，5867，50888，41908，4ユ99482，9604，2770120823212，6867，04998，6501608，490L1652，4804，6350！70301122，95910，762103，29703，2972826482，198901480．24．14β938，581（注）�@マリタイム・リサーチ社資料による。�A品目別はシングルものの合計。�B年別は暦年。せんきょうNω2003翁19�o15010050D原油叫シャ湾二本’ぺ’レシ噂／�劾h「，　1．へ［ρi1’‘1’Il「1FF1ペルシャ湾／日本’「11し〃、「、’「し’1、∬1　　、ノ5　　＼I1　　　、ノへ1ノ’暫ノl　lペルシャ湾／欧米199日〔年〕　　　　　19992000200120022003、由【晶1｝　鮒15。、3『　30　』loo　20　15．50　10　　50　　　0穀物憐ルフ／甲本’北米再岸／骨本：ギ々7イ再町｝ガルフ／日本　ノI／へ．　　　／ﾋ＼曳　＼　　一／．1　　　『＼ガルフ／西欧北米西学／日本1998〔牢1199920002001．2ゆ口凄　　〔留　　　如　　　35　　　30　　　巳5　　　20　　　．15　　　10．　　　5　　　．020叩4．原油（ペルシャ湾／日本・ペルシャ湾／欧米）ペルシャ湾／日本ペルシャ湾／欧米月次200120022003200120022003最高最低最高最低最高最低最高最低日　｛諡ﾇ最低日　｛諱F局最低1U8．GG80．GO50．GO34．75161．0Q102．5GlOO．5082．504Q．QQ35．00120．0075．00292．5086．0042．5037．50132．5067．5092．5070．0040．0036．25117．5065．003103．0088．7537．0032．00160．00105．0090．0070．0040．0030．00145．0085．004一29．5028．00137．5042．0085．0070．0031．0027．5097．0045．00575．0057．0062．0039．50109．5G42．0063．5052．5048．7533．0090．0050．00641．5038．5035．0029．5090．0056．0040．0035．0042．5031．0070．0052．50」．755．0043．5050．0032．5063．7545．0055．0042．5038．7529．5054．0042．50863．1539．0035．0068．004LOO57．5038．5032．5028．0057．5040．00992．0057．5045．0034．00135．0070．0082．5050．0042．5028．00115．0050．001085．0040．0099．7540．5078．．0042．50．．70．OD37．5068．5042．5090．0047．50．1141．0033．50110．0062．5035．0032．0072．5047．501240．5036．00137．5099．040．0035．00．105．0080．OO（注）�@日本郵船調査グループ資料による。�A単位はワールドスケールレート。�Bいずれも20万D／W以上の船舶による　　　もの。　�Cグラフの値はいずれも最高値。5．穀物（ガルフ／日本・北米西岸／日本・ガルフ／西欧）（単位：ドル／トン）ガルフ／日本北米西岸／日本ガルフ／西欧月次200220032002200320022003最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低118，85　17．2027．9G　27．251（），75一9．15　　8．88一218．60　16．8027．4011．00一9．25　　8．00一319．90　18．4029．75一一一一422．00　20．0034．00一一17．00　15．00一522，00　20，9032．50　32．0012．25一13．0720．25　　ユ8，5619，25　17．9531．25　29，40一一11．35　10．7518．207工8，90　17．6032．751ユ．90　11．25一一20．008　一『一一20．00923．9534．25　33．75一一一20．001024．60　24．0037．00一｝一一1124．50　24．00一一1225．50　24．7518．50一（注）�@日本郵船調査グループ資科による。�Aいずれも5万D／W以上8万D／W未満の船舶によるもの。�Bグラフの値はいずれも最高値。20勲せんきょうハ切2003．　ル5ド22015105o石炭（ハンプトン・一ズ／日劇・鉄鉱石（ツ・頓ンノ巳本・ツ・｛ロン／西欧）．石炭（ハンプトンローズ／日本）@　　　　　　　＼．戸、@　、@　、@　　、鉄鉱石iツバロン／日本）、、、　、　、　、〔　　　／@　　！@　ノ@　ノ　／／／、1／レ／＼鉄鉱石（ツバロン／西欧）．．．1997〔勒19田19鵠2000．2001．2002．（ドln．25　400；2σ．350300　25015．20010　15051DO50O　　O運賃指数1八ンデイ」Nリーン．．YP、．．「、11’八ンデイー_〒ティー_、．．「屑ノF　1z1　　ノ｝　、　　’．t@　／　、I　　　　、lv1．．l　　　ltへ、．、　　’　　　　、．@．’　　　　　　ノ　’．’v　　　　、　’1．1．．1　凶　．、　1．ｬ型　　　1@’v．．m！、、．．．　、．．　　、F．．u11、！　　、！へ．、．@　．冷）　中型ノへ＿’．．　　’VLCC】998〔隼，1999．200o2σ0ヨ．．2σ02．．400350枷250200】501oo50．　　　．o．2ao3．．．6，石炭（ハンプトンローズ／日本）・鉄鉱石（ツバロン／日本・ツバロン／西欧）（単位　ドル／トン）ハンプトンローズ／日本（石炭）ッバロン／日本（鉄鉱石）ツバロン／西欧（鉄鉱石）月次200220032002200320022003最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低最高　　最低123456　789101112二＝＝二＝＝＝＝＝＝＝．一8．50＝＝＝％＝＝＝＝二6．30　　　4．40T．15　　4．50@　−@　5．50U．85　　4．60S．75　　4，60@　4．45@　7．90X．25　　8．90@　6．15　　　1W．00　　6．60@　7．809．40　　7．80W．80　　6．25@　『W．95　　6．75@　9．25@　9．50@　7．05P3．75　　12．00@　11．60@．．ユ3．，90．．@　　F■．．（注）�@日本郵船調査グループ資料による。　�Aいずれも8万D／W以上15万D／W未満の船舶によるもの。　　�Bグラフの値はいずれも最高値。7，タンカー運賃指数タンカ一　　運賃指数月次200ユ20022003VLCC中型小型H・DH・CVLCC中型小型H・DH・CVLCC中型小型H・DH・C12151．8P17．2217．3Q05．8346．3Q30．5277．4R22．9371．0S00．239．986．9126．ユ165．3148．198．6P33．3161．9P80．9165．6P86．8266．3Q67．1231．3Q45．6386．7158．4238．9294．7347．839．485．6115．8158．8149．9114．0224．9275．6290．0273．4494．1171．3272．0299．0264．436．09ユ．3116．6164．2148．5128．6240．2294．0290．03282581．4160．3190．5295．7262．736．4ユ05．4143．9194．2178．879．8150．4217．7200．0294．3660．7132．3182．8242．2264．149．989．9159．1204．0177．ユ85．4156．2200．9235．023L1752．21ユ4．2ユ30．1223．6213．840．196．8130．2200．8158．0一一一一一850．8Uユ．3148．0204．3208．244．683．313ユ．5166．8171．350．61ユ0．5132．925G．0221．0973．7110．7153．6210．0187．135．683．9109．6158．3178．052．8103．2167．7王97．522L11044．工98．4136．1162．8191．64LO83．3118．1153．3154．958．492．1138．2208．9．233．111P239．494．0ユ28．1140．8149．373．3P02．7107．9P72．2ユ37．5P75．8154．4P92．5173．5．2Q7．7平均77．4143．1196．124Q．0260．048．297．8132．5ユ73．2166．2（注）�@ロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーによる。（シッビング・ニューズ・インターナショナルは　　　ロイズ・オブ・ロンドンプレスと1987年1工月に合併）�Aタンカー運賃はワールドスケールレート，。�Bタンカー運賃指数　　の5区分については、以下のとおり　�CVLCC：15万トン以上　◎中型：7万〜15万トン　�S小型：3万〜7万トン　　��H・D＝ハンディ・ダーティ：3万5000トン未満　��H・C；ハンディ・クリーン：全船型。せんきょうハ伽2003鼎21@．．．P．．．」歌L．；．．「．：．1．・　．．．「．究．．・h己．圃．．．猟；．」．．rlr内内450細350�o細20015D10050o．罵船料指数貨物船定期用船料指数G3窪繍瀦巳。）．1！、、　．！　A一．@！一、〆一　　、一＾　　　　1@　．＿戸@ノ1ノ　．、ノ一　　　　　　　　　一貨物船航海用船料指数．i1965．7〜1966，6罵100）1998〔年〕1999200020012002．2003450　1000　　万D酬姻．350櫛2502σo．．150．100500�o6004002D3o係船船腹1000怩c酬WQ口．貨物船@　↓600　　「　．@　　、P、ノ　．、．@　　．k’．ρ！レf．．〉．一@ム．　7．！一A．．．「．「　．．18　　　　　ヒ．P．．@．ゾ．．A丸」、@1．タンカ「’〕一　　’．．．黶A’＼コ．　’400．o0．1998��19992D00．2001．20028，貨物船用船料指数貨物船航海用船料指数貨物船定期用船料指数月次19981999200Q2QO120Q22QO319981999200020Q12002200312345678910ユ1五2189．0P86．0P71．QP73．0P73．0P75．0P67．0P65．0P64．0P65．0P70．0P68．0166．0?V0．0P69．0P72．OP73．0P76．0P79．0P78．OP85．0P85．0P95．DP92．0190．0P91．0P90．0P91．0P93．0Q02．0Q02．0Q03．0Q06．0Q07．0Q06．0Q00．0193．0P98．OP95．GQ00．0Q06．0Q05．0Q04．0P92．0P93．OP95．0P95．0P95．0195．0P99．0P99．0?X9．0Q07．0Q02．0@　　一QD1．0Q04．0Q04．0Qユ5．0@　　一216．0Q16．0Q16．0Q26．0Q35．0Q29．0@　　−Q29．0Q35．0．277．0Q54．0Q60．GQ62．0Q62．0Q92．0Q66．0Q10．0Q08．0Q22．0Q31．0Q32．0231．0Q29．0Q19．0Q21．0Q38．0Q38．0Q26．0Q33．0Q38．0Q41．0Q5410Q37．0222．0Q31．0Q31．｛＞Q46．0Q52．0Q51．0Q64．0Q67．0Q71．0Q90．0Q78．0Q67．0264．0Q67．GQ60．0Q58．0Q62．0Q72．0Q67．0Q53．0Q48．0Q49．0Q27．0Q31．0227．0Q32．0Q23．0Q59．0Q29．0Q44．0@　　−Q40．0Q44．0Q68．0R45．〇　　　一330．0R44．0R39．（）R54．0R66．0R52．（）@　　一R77．OD361．．0．平均172．1178．3198．4197．5168．8245．5233．7255．8254．8209．3（注）�@ロイ@　　　はロイズ・オブ・ロンドンプレス発行のロイズ・シップマネジャーにY・オブ・ロンドンプレスと1987年11月に合併）�A航海用船料指数は1965．よるD（シッビング・ニューズ・インターナショナル@　　　7〜1966．6＝10G　定期用船料指数は1971；10009．係船船腹量の推移200ユ20022003月次貨物船タンカー貨物船タンカー貨物船タンカー隻数千G／T千D／W隻数千GIT千D／W隻数千G／T千D／W隻数千G／T千D／W隻数千GIT千D／W隻数千G／丁千D／W123456　　7891011122652，3542，775Q592，1942，497Q582，1742，489Q562a272，463Q472，0632，379Q432，0312，34ユQ361，8372，173Q48．1，8182，106Q431，7452，032Q371，6821，965Q381，722L996Q431，8202，14741　7841，477R9　7391，382S0　9711，883R9　6471，2G3R8　6451，199R7　6441，196R7　6441，196R5　6191，154R8　8681，667R7　8631，661R8　8641，681S1LO542，0832421，7541，966Q321，714．P，899Q291，7281，887Q381，8962，061Q301，763ユ，946Q2ユ1，7421，936Q221，6781，874Q231，667ユ，861Q29．1，7271，927Q28L6821，937Q251，6581，878Q201，6331，84140　7921，528S0　666L259S0　6881，305S2　6921，310Sユ　6351，199S2　6371，202S3　8321，657S71，4753，004S71，5503，155S8ユ，5623，173T01，5563，162S71，4803，0002411，8591，958Q361，8651，911Q371，7701，791Q321，6871，720Q241，525L555Q151，441工，513Q261，5561，719．215　1，．477　．1，633　．．5043　9051，838S4　7411，488S5　485　940S4　361　7G6S6　5251，016．48　5271，0ユ9S8　5241，014@　　7861，5β9（注）インフォーマ発行のロイズ・インアクティブベッセルズによる。22齢せんきょうNb〃2003●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　o　●　●　●　●　●　　　　　　　　　　　　【海運税制キャンペーン】・●・●9●・・●●・・●・・…　　　　●●●●…　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●■●■●●●●L置．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曙．　…蹴離擁「　　　　　　　ルr欝灘載量灘　四方を海に囲まれ、資源小国・貿易立国であるわが国にとって海運は国の存立にかかわる重要産業ですが、わが国海運業は、諸外国との競争において税制の上で大きなハンディキャップを負っています。　欧州先進海運国は、船舶のトン数を基準に法人税額を算出するトン数標準税制を相次いで導入し、企業がこれを選択的に採用できるようにすることにより、海運業所得に対し大幅な減税を行い、自国海運の維持・発展を図っています。例えば、イギリスでは、海運の果たす役割の重要性から、海運業への実効税率は他産業の1／10程度ときわめて低くなっていましたが、さらにトン数標準税制の導入によって、その半分程度に軽減し、自国海運を強化しています。　産業と国民生活の基礎を支えるわが国海運を維持していくため、税制上の競争条件を諸外国と同一にしていただきたい、というのが私たちの切なる願いです。　海運税制の充実・改善は、小泉内閣の構造改革が目指すわが国産業・経済の競争力の強化に資するものと、私たちは考えます。トン数標準税制の導入国導入済み準備中オランダ、ノルウェー、ドイツ、イギリス、スペイン、ギリシャ、デンマーク、アイルランドなど米国、フランス、韓国、インドなど一船が支える日本の暮らし一社団法人日本船主協会http：〃wwwJsanet．or．jpノ当協会では、上の意見広告および海運税制に関するご意見・ご感想をホームページ上で募集しています。ご意見等をお寄せいただいた方の中から抽選で当協会特製グッズをお送りします（締切り：12月3旧）。せんきょう酌〃2003轡23�o　�o一一〜一一一一一一一ﾒ集雑感…一一一一一一一一一・一一　本年5月号から船協事務局の編集委員も参加して編集雑感を分担することになり、私にとって今回が初めての寄稿です。1976年4月に船協に就職し、6月の最初の配属で船協月報の担当者になったのが私の定常的な仕事の始まりでした。今後は、なるべく自分が担当している業務の掲載記事に関連した雑感にしていきたいと思っていますが、脱線したときはお許しください。　さて、2003年10月28日、公正取引委員会は独禁法の改正案を検討してきた研究会の報告書を発表しました。公取委の権限を強化しカルテルや談合などの取り締まりを強め．公正な競争社会の実現に向けて04年度中の法改正を目指すとしています。　海運業界では、定期船分野を中心に船社間協定に対する独禁法適用除外制度が認められていますが、EUは本年春から同制度の見直し作業を始めており、本号が発行された頃の12月4日にはブラッセルで公聴会が行われ、当協会は意見表明を行うこととしています。この適用除外制度については、日本でも適時見直しが行われ、これまでのところ船社側と荷主側との対話路線の下、制度維持についての理解を得られてきたと思いますが、最近アジアの荷主団体から制度廃止を求める声があがっており、船社寺の真摯な対応が求められています。　一方造船業界では、本号に掲載したよ．うにOECDによる新たな造船協定策定が模索されており、ダンピング防止のための船価規律条項設定の是非が議論されています。海運業界では事業者間協定による民間自治の自由が認められているのに対し、造船業界では政府間の取り決めによる競争環境整備が協議されているようです。それぞれの業界には固有の特性があり、公正な競争のありかたを巡っての腹蔵ない議論が重要だと思います。　海運業界に協定の活動が許されていることの大前提として、厳しい自律が求められていることを忘れてはならないと思います。この「自由と規律」の問題は、同じ業界内でさえ時として温度差の出ることのある問題で、今後の議論を注目したいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本船主協会企画調整部長兼国際企画室長　園田裕一一一…一一働一一ﾒ集委員名簿…一一一一…一　一一一一編集後記一一一第一中央汽船飯野海運船船船井船運二会猷汽郵三潮海海螂踊崎本陽光洋和堀川川日商三三新ロ］総務グループ総務チーム長ステークホルダーリレーションズマネジメントグループ法務・保険チームリーダー総務部課長IR・広報グループ情報広報チーム長調査グループ調整チーム長広報室マネージャー社長室経営企画課長代理総務部総務課長総務グループ次長総務法規保険チームリーダー常務理事総務部長兼広報室長常務理事海務部長企画調整部長兼国際企画室長関連業務部長船員対策室長裏　啓史鈴木康昭廣岡　啓高山　　敦山田喜之大貴英則遠藤秀巳荒井正樹森　　均梅本哲朗植村保雄半田　牧園田裕一井上　晃高橋幸一郎　8月に編集担当者が（ま）から（た）に交替する筈だったのですが、事情によりくH）がこれまで編集を務めてきました。次号からは（H）に替わり（な）が担当することとなりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。《せんきょう］1月号　No，520（Vol．44　No．8）発行平成15年11月20日創　刊　昭和35年8月10日発行所　社団法人　日本船主協会〒102−8603東京都千代田区平河町2−6−4（海運ビル）TEL．（03）3264−7181（総務部広報室）編集・発行人；梅本哲朗製　作旨株式会社タイヨーグラフィック定価407円（消費税を含む。会員については会費に含めて　　　購読料を徴収している）24�SせんきょうNoり2003社団法人日本船主協会「オピニオン」のページと「日本の新鋭船」のページが新設されました。見よう！1当協会は、ホームページの充実、各種の定期刊行物および統計の出版、PR映画の制作、さらには各種イベントの開催などを通して、海運の役割や重要性および当協会の活動を広く国内外にアピールしています。ζ！ド　一　℃1FP蟻。。瀬騨欄，」9へ掴法人日本船主協心じんし，@　　　　＝竃　　　浄〉・｛ng1』h200コ口　　　丹脳濯ξ�o燗一‘の齪て非な5駈の一，りOO5年6月　　　　属卸軍規におけ愚アジア柑主の昌径Lユqq5簿明　　　回線防止画にめ�A麟ロレー階レづくりL2ゆ0野4月　　　　　WhOLO自0じ1目用O口？　　「しうひとつの9ノ乃一危槻，日騨1†鵬臥匿轟，1とは。　　　　　　買　　　　　　　　　　　　　　　　　L＜\κ一欝杜のこ紹脅@　　　　　　　　　　　　　　　噛」　　も@Fぜ噛12003年3月　　　「惣について1賜警Q00脚2月　　苅開防止へ朔1応Q002痢2月　　グ自噌’τル1ヒとぐの溜「ヒδ　二才ノ2002尋11月　　1」隅闘含瓢，フレスリリース2ひP2年lo月　　匡隅廟帥陵「＝ついての用屡　　　ハ@　　’L，ぐ�`、、、　　　　　−v　　　　　　　　　毒F；�SO鮮9昌　　　　　臼膚のヴqーバル1ヒηら臼配のグローバル「ヒへQ002単明　　　環堤1寵1疑への司廻り湿力Q002年胡　　　撒両賜止と免蚕Q002羊5月　　　「隙の勝、臥脚　凋慣1撃審1」Q002牢4月　　　r症臼の茜笥億畠謁腿イン7曜メーシ9ン　　　　　　　　「レ�ｨ�閏馴用田�oX鵬�o団’戯，蹴、、馴1．．、，，、濁躍鴇学ゼミアール・・F霧堕ン幽2002亭3月　　15門コードの死坐買建母浬えて`oo2年2月　　内に■電の颯口について@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　，ﾚ躍　新慨l　　　　　　　　　　　n臼【響M■”」銑9イズ　　　　　”工卜＝附嬬�j・一　　　　　　　　．島」一@　パンフレフト・ビテ2顯．　　箪瓢渦聾硯凹田　　　　　　　　リリ79　　　　　　　　、賢��ピひ　　　　　．　　　　　　　　　　．1　　　　　　」�、，懸藤藩灘　　　L尾曲r　r、　一LI．降ワ「嘘「団　【馬「rテ隔Ft「」鳳丁1一ぐ’』　．・、1　苛　燃　Fゴ．呪．・ハ｛ウ‘1L層」．用零』よ」謄・陣胃」u・闇闇．口11ロ刃・，・月」・嘲岬，・￥1ρ「旧」　」・11・」・・晩剛1唱・FL・．N�`叫．｝、、rρ　　　　　・、　　　・・卜　　　　　　　、　L　　　F　　　　「iり　　　噛　　　　　　　　．，　　り　　　F　　　　　　　1、一　　　　「血」恥　　’編臼徳℃｛，一　　雪　−　　　，　　　　F　　　　　｝　ε　　　　　　1　1↓目本の新鋭船シリーズコン況ナ識＿．、」＿　．　．三隅i臨爪ツケスシエイツ型κルカー、鵡聾駈⇔しん協1　　　11　　　．7ログ9トタンカー・｛・R〜εRS叩1肥11二1薗醐需戸儒駆が騰煕外心品亜と内航潤遁　この暇で非なるもの・項油クンカ＝一一一一　．・F志・・蓼図丸1．．11糊謬1口調ミカルコンカー　　＿一一、｛，阻酬即肥侃幌R　一F閲−IC団E闘0AOME畝匡．　　⊥郎圏」外皿L一＿一一一＿　　申凸リ　ユ蹴グロリア　　◎細IA甑　　珊用附　．一．　　一やひ剛憾λ　　戸点、覗閃凡　　L　　　　　圏目しUElsいNO　　「i　■　　　−　　　　　　CORO順HO月1ZO阿1臼鯛刷＿．．＿、．　　　興8　−3L助OER　　翼　醐OP臥MH幅贈《γ　　嘗　鮒＝‘Loん肌　　　　　　PRε訂心∈AOE　．テμユ腎用船、　．　　、十‘　05�oεS氏　　’　一隔」「．湘R晩．一．　一．．　　丸も　　うり丸乱どま九　　い一帽百冑か6理　　⊃一神湘曜う抑一石⊥舷6一．＿一．’7徽礁賢，「rLPS船〔内鮒　‘・　爬旧百丸1＼　・．鵬駝一ッ｛7製男山瓦／凹強SHI睡ll�_噛■ヤ馳「　…傭霧1囮翻、L吟　　S甑日胡ON　島＝、L惹　⊥L」　几乱　阿q　瓢鼓附こ盤「一丸凡改戸呂＾」　r凸一　一．瓦「饗径ラ，脚セ」ント朋紺　　．一一一・ﾖ・．策八“みヒ凡　［ク鵬擢旨　．　一　L　噛　．己つ耶馬汽読　．ーギ…　　　．巳。【ヒ　　日糊随戚　　即ン角一幅鰍1�o鳥　9石　II風b　　・　臨口脇出勝rの劇rこ入杜して｝脾日螺ゐ齪口丁5柵の阻9ン潤一rこ曜O、モ‘欄1＝咄てい”胴取蹴廟C7．　‘承恥』．’�o鵬�oケ5一畑踊りαい寵しい�o棒卍5署聰＆し翫．一�o腫で姻田に■λ？3騨場鳳bし1淵胚●癩亭てい呂し尾．　軸甲照3とも醗渤邑細く召り．聰馴尋鵬脚明して口出蛤1訓丁6解離．隙陛博して膠膿●畔よる雌腓yルとい，繊電π5出し3しに．　外緩駅轍愚、剖lu歌隅健�oOl糧目貼聖脚し自由陰�o恥蛛μ魍苛占の6剛り民し亀．一蹴αし・実鵬駄目闇←苧蹴。田樋�o◎�o繭りε累と聖て騨陀の危雛「こユ龍卍nてい＝7．　；の穴風匿い力船泊阿牌　胴甕の六・」屯あ，て唖皿o細闘し�g呵。隅脚朝蹴に冒λ瀞甘収ρ7畠9の虐い厭肌∫覗唯サ酬�o勲嬉雌く1�o「砧7て18幽π飼�o魯と⊃て駄しに畠輌欄に欄「晒、小鰍，曙に賦阿肋ヒ；，」陣一1燥が彫づ《5貌マー77トで盤日脚炉●層ア胞■絢ao�o峨いてい灯嘲瓶盟ユψ勒”7日野駅了繍でに�o日隈与力酬に囲しf眠い翼し亀．　二の磁罰圃76亀め、や，と「�o「旺醐8拙て，鼠しながこ。瑚的艦彊し�o騨馳1馳耽y6と哩鳴燃嘘ん．累界鵬く節い陀一帽買■o闘翻雌鞭05と娠思凡駅」L防？ア．日榊四h幽五餌鴨媒断生解幽讐堰て逝1轍に胆儲し馬，も嵐昂レし脈曽姉�o属露郎“に甑聚累管曙験し創しと肖三ぐ脾いと思い覆7．軸騨ぴ階める鳳‘幽乳鯉し欄賦即断畏ζい》鰍二叫Lヒの鶏巳漣ぼしてma7．Ooロヒ昌岬「・”@　堺、・、’しご　・・蹄噛碑w．�e喋・甲ご，馬乱、」占層宅�dドr島一〜洗船が支える日本の暮らし　祐・J・p・・…5hip・w幡A蜘・h・・　　　http＝〃wwwjsanet．orjpノ（

